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この報告書は,日 本自転車振興会か ら競輪収入の一部で

ある機械工業振興資金の補助を受けて,平 成元年度に実施

した 「情報処理に関する調査研究等補助事業」の一環とし

てとりまとめたものであります。
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`ま じ ～虻)δ こ

当協会 は,わ が国 における情報処理 の発展 に資す るため,昭 和43年 以来,海 外 に調査 員を派遣

し,ア メ リカおよび ヨー ロ ッパ諸国 におけ る情報処理関係の諸問題の実態を明 らかに して まい り

ま した。

本年度の調査 は,欧 米 におけ る情報産業の現状 を調査す る ことと し,専 門 コ ンサルテ ィ ング会

社,コ ンピューターメー カ等を訪問す るとと もにCOMDEX/Spring'89に 参加 いた しま した。

ここにその結果を とりまとめ,海 外の情報処理 に関心 を もたれ る方 々の ご参考 に供 したい と存

じます。

なお,本 調査 の実施 に当 って,ご 支援,ご 協力をた まわ った調査訪問先等 関係各位 に対 し,心

よ り感謝の意 を表 します。

平成2年3月

財団法人 日本情報 処理 開発 協 会
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調 査 の 概 要
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1.調 査 の 概 要

1.1目 的

海外諸国におけ る情報処理お よび情報産業 にっ き,そ の実 態を調査す るとともに,各 国で

の進展 の背景 と今後 の動 向を把握 し,わ が国 におけ る情報処理 および情報産業 の発展 に資す

ることを 目的 とす る。

1.2調 査事項

(1)ヨ ー ロッパにお ける情報化政策 な らびに情報処理関連技術

(2)ア メ リカにおけ る情 報産業

(3)ア メ リカにおけ る情報処理関連技術

1.3調 査時期

平成 元年4月10日(月)～4月23日(日)

1.4調 査 機 関

月 日 訪 問 先 国 名

4月11日 COMDEX/Spring'89 ア メ リカ
～ 住 所:McCormickPlaceChicago,Illinois

4月12日

4月13日 QuantumGroupinternatinal,Inc. アメ リカ
住 所:7CorporateParkDrive

WhitePlains,N.Y.10604
TEL(914)694-3260
FAX(914)694-1797
面 接 者:Dr.MirekJ.Stevenson

ChairmanoftheBoard
Mr.BernardSpitz

Director,Q.E.D.,Inc.

4月14日 IBM ア メ リカ
住 所:InternatinalSalesOffice

IBM,WorldTradeCorporation

HamiltonPlaza,360
HamiltonAvenue
WhitePlains,N.Y.10601

TEL(914)686-3156
面 接 者:Mr.F.G.McDonald

ProgramManager
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月 日 訪 問 先 国 名

4月17日 Debevoise&Plimpton ア メ リカ

住 所:55513thStreet,N.W.,

Washington,D.C.20004
TEL(202)383-8000
FAX(202)289-0482
面 接 者:Mr.RobertR,Bruce

Mr.JeffreyP.Cunard

4月17日 ADAPSO ア メ リカ

住 所:1300Northl7thStreet,

Suite300Arlington,VA22209
TEL(703)522-5055
FAX(703)525-2279
面 接 者:Ms.LuanneJames,ExecutiveDirector

4月19日 PaloAltoManagementGroup,Inc. ア メ リカ

住 所:2685MarineWay,Suite1212

MountainView,California94043
TEL(415)968-4374
FAX(415)964-2027
面 接 者:Mr.MichaelP.Burwen,President

4月20日 IntelCorporation ア メ リカ

住 所:SantaClara9

2250MissionCollegeBlvd.

SantaClara,CA95052
TEL(408)765-1724
FAX(408)765-1821
面 接 者:Mr.TimKeating

ProductMarketingManager
Mr.MasaakiKoike

CustomerSupPortCenter

4月21日 INRIA(InstitutNationaldeRechercheen
一

フ フ ンス

InformatiqueetenAutomatigue)
住 所:DomainedeVoluceau一

Rocquencourt-B.P.105-78153
LeChesnayCedexFrance

TEL(1)39635511
FAX(1)39635330
面 接 者:Mr.MauriceRobin

AssistantGeneralDirector

4月22日 1.1.H.T(InternatinalInterfaceHighTechnology) フ ラ ンス

住 所:18,AvenuedesChampselysees

75008ParisFrance
TEL・47237820

FAX42661560

面 接 者:Mr.GeorgesMihaies

President

1.5調 査 員

山鳥 雄嗣

兼子 利夫

財団法人日本情報処理開発協会 調査部長

財団法人日本情報処理開発協会 調査部 国際課長代理
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2.調 査 企 業





2.言 周 査 企 業

2.1 OuantumGrouplnternatinal,Inc.

調 査 先QuantumGroupinternatinal,lnc.

調 査 月 日4月13日(木)午 後

住 所7CorporateParkDrive

WhitePlains,N.Y.10604

面 接 者Dr.MirekJ.Stevenson,

ChairmanoftheBoard

Mr.BernardSpitz,

Director,Q.E.D.,Inc.

1.会 社 概 要

QuantumGroupInternatinalはQuantumConsultantsとQuantumElectronicDatabase

とか らな る世 界 的 に著 名 な調 査,コ ンサ ル タ ン ト会 社 で あ り,特 に コ ン ピュ ー タお よ び通

信分 野 で 高 く評 価 され て い る。

今 回 は コ ン ピ ュー タ と情 報 通 信 の市 場 の動 向,新 技 術 の動 向,PCLANと ミニ コ ン ピュー

タの競 合,コ ン ピ ュー タ,通 信 等 につ い て調 査 を 行 った。

2.市 場 の動 向

アメ リカの コ ンピュータと情報通信の市場 の動向 を方向付け るキーを次に示す。

① ユ ーザサポ ー ト

情報通信の市場 は新 しい局面に入 って来ている。す なわ ちISDNが 技術の波を動 か し,

アプ リケーシ ョンがユ ーザサ ポー トの波を動 か している。激 しい競争 に勝 ち残 るためは,

図表2.1-1に 示す よ うに,新 しい市場で は製品にユニー クさを 出す ことが重要であ り,

既 に飽和 した市場で はユーザの要求 を最大限にサポー トす る ことが必要であ る。
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図表2.1-1情 報通信の市場
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② システム ・イ ンテグ レー ション(SI)

銀行,証 券業界,製 造業およ び運輸業の急 速なグ ローバ ル化 と共 に,SIに おいて次の

よ うな新技術が重要性を増 してい る。

・音声認識

・リー ド/ラ イ ト可能な光 デ ィスク

・イ メー ジ処理

・これ らを含めた新技術 の複合化

③ 労働力

雇用者の推移 は製造,農 業分野 での減少 と情報,サ ー ビス分野 での急増がみ られ,情

報,サ ー ビス分野の雇用者 は1990年 代 には80%に 達す る。

④EDI

EDI実 施 についてのユーザの動機付 けの ア ンケー ト結果 を図表2 .1-2に 示す。
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図表2.1-2EDl実 施 に対 す る ユ ーザ の動 機付 け

競合 において,

を保 て る。

顧客の注文 の リー ドタイム

を短縮で きる。

不慣れ な資材発注の リー ド

タイ ムを短縮で きる。

より大きな正確性

事務処理量の削減

3.新 技 術 の 動 向

① 光 メモ リ

・CD-ROMが デ ー タベ ー ス発展 ・展 開 の 鍵で あ る
。

・ 光WORM(WriteOnceReadMemory)が 教 育 ,POS,そ の他 の イ メ ー ジ処 理 の アプ リケ

ー シ ョ ンに使 用 され て い るが
,難 点 は システ ム コス トが2万 ドル以 上 と高 価 な こ とで

あ る。

・ 最 初 の リー ド/ラ イ ト可 能 な光 デ ィス ク システ ムが1988年 に発 表 され て以 来
,イ メ

ー ジ メモ リの 大 容 量 化 と伝 送 の 高 帯域 化 の 必 要性 が 増 大 して い る
。

・Alphatronixの"Infinity"シ ステ ムが ,5.25イ ンチの 磁 気 ・光 媒 体 に7ド ラ イ ブ

形 で,4550メ ガ バ イ トの メ モ リを 提供 して い る。

・"Infinity"シ リー ズ のPCベ ー スの もの は ,1ド ラ イ ブ形 で650メ ガ バ イ トで あ り,

9995ド ルで 提 供 され て い る。

・1995年 に は現 在 の磁 気 媒 体 と同様 の 域 に達 す る と考 え られ る
。

② 超 電 導

・ 液 体 窒 素 温 度 で の高 温 超 電導 が ,1990～1年 に はア メ リカ に お い て 開発 段 階 に入 る

だ ろ う。

・VLSI用 の 液 体 窒 素 温 度 で の 高温 超 電 導 フ ィル ムが
,1991～2年 に は実 験 段 階 で,
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1995年 には商用 システムで使 用 され始 め るだろ う。

・ 液体窒素温度での超電導 が1992年 ～3年 には,室 温で の超電導が1995年 ～6年 には

種 々の分野で使用 され るよ うにな ると考 え られ るので,内 容 が何で あれ長期にわたる

計画 は超電導の イ ンパ ク トを必ず考慮に入れておかね ばな らない。

4.PCLANと ミニコンピュータの競合問題

ミニ コンピュー タの方が優位な理 由は既 に出来上が ってい る事柄に基 づ くのに対 し,PC

LANの 方が優位な理 由は将来の利益 に基づ くものが多 い。

図表2.1-3にPCLANと ミニ コンピュー タの比較 を示す。

図表2.1-3PCLANと ミニ コ ン ピ ュー タの 比 較

PCLAN ミニ コ ン ピ ュ ー タ

セ キ ュ リテ ィ ○

拡 張 性 ○

柔 軟 性 ○

適 用 性 ○

処 理 速 度 ○(注)

コ ス ト ○

ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス ○

(注):急 速 にRISCへ 移 りつ つ あ り,ま た 高 パ フ ォー マ ンスな マ イ ク ロ
プ ロセ ッサ がPC市 場 に入 って きて い る。

5.コ ンピュータの問題

① 成熟 した市場 における大規模 コンピュータの役割

・ オ ンライ ン ・トラ ンザ クシ ョン処理の アプ リケー ションが システ ムの グ レー ドア ッ

プ と大規模化を加速 して いる。

・ 故障発生時に も処理を続行で きるフ ェイルセーフ化や増大す る事務処理量 に充分対

応 で きるスループ ッ トを保証す る こめに,マ ルチプ ロセ ッサ システムへの リプ レース

が進んで いる。

・ 分散処理 アーキテ クチ ャが 資源のオ ンサイ ト制御 に対す るユーザの要求 に合わせ て

設け られ たの と同 じよ うに,ユ ーザの要求 に合わせて大規模 システムは,大 規模 マル

チサイ トのネ ッ トワー クの中心 にな るだろ う。

・PCが 大規模 システ ムを減 少 させ るとい う予想 は現実 的で ない し,Quantumの 予想 も
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そのよ うな減少 を計画に入れていない。

② ノンイ ンテ リジェン ト端末の役割

・ ノンイ ンテ リジェン ト端末 は単な るデー タエ ン トリか情報検索のアプ リケー ション

用に使 われ 続け るだろ う。

・ コス トが低減化すれば,処 理能力 よ りもデ ィスプ レイ等 の空間使用効率を高 めるた

めの解決策 の提供者が,低 コス トデバ イスの市場で成功す る。

・ 大企業の成長に伴 い,た くさんの場所を結ぶ デー タネ ッ トワー クが コン トローラー

/集 線装置,マ ルチプ レクサ ー,ISDNイ ンタフェース等の種 々の接続用製品 の市場 を

創 り出すだ ろ う。

③UNIX等 の標準OSの 役割

・ 専用OSは 今後の数年 間メイ ンフ レームの市場で優位 を続 けるだろ う。

・ コンパ チブルメーカはUNIXの 標準化 に向けて努力 し続 けるだろ う。

・ 小規模 システムの市場 を シェア してい るベ ンダは,防 御策 と してUNIXを 移植 す ると

共 にまたはIBM互 換策を とって いる。

修illUNISYS:UNIX

NCR:IBM互 換及びUNIX

・ 専用OSを 開発 し維持管理す るコス トは莫大で ,長 期 にわたるので,大 規模ベ ンダー

以外 は標準OSを 採用せ ざるを得 ない。

④ スーパー コ ンピュー タとマルチプ ロセ ッサ ーシステムの役割

・ スーパ ー コンピュー タに関 しては限定 された市場 を争 ってい るが,次 の3タ イプが

ある。

高速のユニ プロセ ッサタイプ(ジ ョセフソ ン素子,ガ リウム砒素):

ETAシ ステム

日本電気

富士通

マルチプ ロセ ッサ タイプ:

Cray

IBM

Amdhal

パ ラ レル処理 タイプ:

Thinkingmachines

ELXSI
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6.通 信の問題

① コンピュー タと通信サー ビスについて

・ 音声通信 サー ビスは,長 距離 サー ビスが競争の振興 によ り低成長 となり,地 域サー

ビスにつ いて も1990年 代半 ばに は同 じ状 況 となる。

・ 通信の維持管理 を行 うサー ドパ ーテ ィが成長す る。 これ はシステムの信頼性 は増加

するが,小 規模及 び中規模 システ ムのベ ンダの数が増加す るためである。

・ アプ リケーシ ョンソフ トウ ェア分野が成長する。 これ はこれまでの ソフ トウ ェアに

加 えて ソフ トウェア開発者 によ り新規 アプ リケー シ ョンが提供 され るためで ある。

・ テ レコンフ ァランス分野が成長す る。 これ は低 コス トのテ レコ ンフ ァレンス用 ワー

クステー シ ョンが広 く使用可能 になるか らであ る。

(テ レコンフ ァレンス1室 当た り15,000ド ルに下が ってい る。)

②ISDNに ついて

・AT&Tが1989年 中 に 「テ レマー ケ ッテ ィングサ ー ビス(64Kbps)」 を開始す る。

・MCIや ベル地方電話会社等 は1990年 代半 ばまで にサ ー ビスを開始す るだ ろ う。

③ 光 フ ァイバー と衛星 について

・ 光 フ ァイバ ー技術 は衛星技 術 よ り急速 に発展す るだ ろ う。

・ 光 フ ァイバーの海底 ケーブルが世界中に大規模大 陸間ネ ッ トワー クを提供す るだろ

う。

・VSATの コス トの低減が ポイ ン トツーマルチ ポイ ン トの情報拡散やテ レコンファ レン

スのアプ リケー シ ョンを支配 し続 けるだ ろう。

・V2SATのKu帯 の端末 ア ンテ ナは18イ ンチの小 ささである。

・VSAT当 た りの コス トはア ンテナの直径 とサ ー ビスの タイプによ り3000ド ルか ら

10000ド ルの範囲に減少 した。

・ 可搬 形VSATの 改良 された性能 と低 減され た コス トが,ニ ュースの集信,ス ポーツ,

緊急用,そ の他の イベ ン ト用等 の遠 隔地 にお ける新 しいアプ リケー シ ョンを開発す る

だ ろ う。

・ 合計23の 衛星がFCCに 建造 を承認 され,19が 打 ち上 げを承認 された。
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7.コ ン ピュータの情報通信 の概観

① ユ ーザのニーズが とにか く第1で ある。

② ユ ーザおよび競合の状況が,通 信市場 におけるプ ロ トコルや コンピュー タ市場にお け

る標準OS等 の製造側の標準化を進 め る。

③ コンピュータと通信の イ ンテ グ レー シ ョンがさ らに伸び る。

④ サプライヤーの数 は減少 し続け る。

⑤ 価格競争が全ての市場分野 に巌 々 しい状況を造 り出 し続 けてい る。
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2.2 lBM

調 査 先IBMInternationalExecutive.

BriefingCenter

調 査 月 日4月14日(金)午 前

住 所360HamiltonAvenue,WhitePlains,NewYork10601

面 接 者Mr.F.G.McDonald,

ProgramManager

IBMの 訪 問 者 受 入 れ 機 関 で あ るInternationalBriefingCenter(以 下 「ブ リ フ ィ ン グ セ

ンター」 と略す。)で 企画担 当マネ ジャーのMcDonald氏 よ り,説 明を受 けた。 ブ リー フィン

グルームは,か な りゆ った りしてお り,説 明 に使われ るプロ ジェクター等 の設備 は非常 に良

か った。説 明者 が,プ レゼ ンテーシ ョン時 に黒板がわ りの用紙 にマーカーで書 いていたが,

コピーボー トを使 わないのが不思議に思 った。最初 にIBMの 企業概要 ではな く,情 報産業の

動向とい う点か ら入 って い ったの もIBMの 企業 と しての 自信かあ るいは,当 方 の意 向を汲み

取 った ものか推測 し難か った。以下調査 内容 につ いて記す。
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1.情 報 産 業 の 動 向

情 報 産 業(lnformationIndustry)は,エ キサ イテ ィ ン グ(McDonald氏 は こ う表 現 した)

な分 野 で,い わ ば トラ ン ス フ ォー ミング ・エ ー ジェ ン ト(変 換,加 工 業)で あ る。
、

情報産 業の 目指す課題 は次の4っ にまとめ られ る。

①Simplicity簡 素化,簡 潔化

ただ しシステムをつ くることは簡単で はない。

②Connectivity接 続性

以前のバ ッチ処理 よ りもさ らにむつか しい,On-Line接 続,ネ ッ トワーク等が主 流に

な って きて いること等。

③ApplicationDevelopment－ アプ リケー ション開発

急速 に進歩す る技術 を正 当に価格 に転嫁で きない とい うギ ャップを生 じてお り,バ ッ

クロ ッグの多 さ も問題 と して残 って いる。(一 説 に3年 分かかえて いる,と いわれ る。)

また,NASAで 開発 されてい るエラーフ リーコー ド(エ ラーのない コー ド)の 例で は,1

ステ ップ当た り1000ド ル もの費用 がかか るといわれ,人 間の持 つ保守性 とい った内面 的

な問題 が,技 術 の進歩,生 産性 をはばむ ことを強調 した。

④Valuationシ ステ ム評価

アプ リケーシ ョンに対す る評価尺度が ない,し か も技術者の質,量 とも満た されてい

な いという不十分 な環境 にある。

1.1情 報産業の変化

情報産業の機能が現在 まで ど う移 り変 って きたかをま とめてみる とそれぞれの段階

で の特長が よ くわか ると思 う。

① 第一段 階

D/P部 門が一括 して処理 していた時代で,機 関全体を単位 と して全社 的に共通 な

」OBを,効 率性(Efficiency)を 重視 して,ま ちが いな く行 うことを 目的 と した。

② 第二段階

情報産業の進展 によ り,自 由な情報処理分野の市場が形成 され,個 々の業務を処

理,あ るいは部 門 ごとの処理がよ り効果的(Effective)に 行われ た時代でパ ー ソナ

ル コンピューテ ィングが始 め られた。

③ 第三段階

コンピュータネ ッ トワー クの出現 によ り,協 調 して処理,あ るいはよ り高度 な専

門化 した処理が行われ,部 門をサポー トす る,い わば戦略的に優位性 を保 つ意 味で

,今 まで考 えてみた こと もない(Unthinkable),と いった よ うなJOBを こなすよ う
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にな り,JOBが 競 争的 とい って もよいほ どの 内容を もつ よ うにな った。例 え ばAA

(ア メ リカン航空)のSAUREシ ステムにおける座席予約か ら給油,在 庫,乗 客の分

析 などあ らゆ る業務を含んだ システムのサポー トのよ うに,最 終的 にはプロフ ェッ

シ ョナルな システムサ ポー トが売 り物 にな って きている。

1.2米 国のイ ンフォメー ションエ コノ ミー

西暦2000年 までの米国の情報産業 に対す る就業人 口の予測 では,図 の よ うに,農 業

が最 も低 く,4%を 割 り,次 いで製造業17%,情 報産業およびサー ビス業 は79%と な

って いる。 今後は,製 造業が比率 を低 め,情 報,サ ー ビス業が増加す る傾 向がみ られ

るが,設 備 投資の面か らみれば,情 報,サ ー ビス業 は1人 当た りの額でみれ ば,ま だ

まだ低 く,(約2500ド ル ー 農業 は,75,000ド ル製造業 は40,000ド ル)さ らに,生 産

性 を上げ るために投資が必要 とな って くるだろ う。 その場合,こ れか らの方 向と して

は質を高め ることへ充填を置 き,エ キスパ ー トシステム,音 声,イ メー ジに関す る分

野への投 資が有 力で あろう。

図 表2.2-1DistributionofU.S.WorkForce(米 国 労 働 力 の 分 配 予 測)

Information
Percent
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Industry
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Source:U.S.DeparttmentofLabor

1.3デ ータか ら知識へ

情報産業 の動 向を知 るうえで,パ ー ソナル コンピューテ ィングの側面か らみ る と,

70年 代まで のデータ処理が,集 めて 一 構成 して 一 蓄積 し 一 検索 し 一 伝送す る,

という流れ であ ったのに対 し,今 後 は,あ らゆるデータ(イ メー ジ,音 声,信 号etc.)

の ディジタル化 を行い,組 み立 て,関 係づ け,問 いかけ,分 析 し,そ の結果 を 「アイ
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デ ア」 な い し 「リコメ ン ド」 の 形 に表 わ す 。 この 処 理 の 流 れ に最 も有 効 な の が エ キ ス

パ ー トシス テ ムで あ ろ う。 こ うす れ ばデ ィ ジ タル 化 した デ ー タは機 械 にや らせ れ ば よ

い こ とに な り人 間 は分 析(Analize)に 時 間 を させ る こ とに な る。 しか し,エ キ スパ ー

トシス テ ム は現 在 初 期 の段 階 で,ま だ 十 分 な ツ ール とは い え な い。

1.4開 放 型 情 報 変 換

情 報 処理 の 動 向 の一 つ の方 向 と して 開放 型 情 報 変 換(OpenInformationExchange)

が 上 げ られ る。 これ は,現 在 の マ シン(IBMで いえ ば,S370,AS400,PS2etc .)を イ

ンテ リジ ェ ン トネ ッ トワー ク化 し,SAA(SystemApplicationArchitecture)と よ ば

れ る アー キ テ クチ ャの もとに ユ ーザや プ ロ グ ラマ が,共 通 に ア クセ ス出来 ,ま た プ ロ

グ ラ ミング,通 信 が 出来 る もの で,ま た プ ロ グ ラ ミン グ,通 信 が 出来 る もの で,端 末,

ワー プ ロ,電 話,パ ソ コ ン等 さ ま ざ まな機 器 を ネ ッ トワー ク上 に接続 させ ,ま た これ

を運 用 す るた あ,分 散処 理,標 準 化 を進 めて 行 く こ とに な るだ ろ う。

図 表2.2-2SAA(SystemsApplicationArchitecture)の 概 念 図
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1.5先 進的処理

これか らの主要な情報処理の形態では,ベ クター処理,並 行処理 ,フ ァジープ ロセ

ッシング,グ ラフィック処理等がよ り進め られ るだ ろ う。 これには,さ らに特化 した

チ ップの開発 が必要で ある。(こ の分野では,日 本よ り米 国の方が優位にあ ると説明

された。)ま た,前 述 した とお り,さ まざまな メデ ィアのなかで も,音 声,イ メー ジ

に対す る集約化が進み,情 報 システムと して,デ ー タや,テ キス トの処理 と同 じよ う

に利用 され るよ うにな るだろ う。
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2.lBMの 企業概要

2.1組 織

(1)本 社

アーモ ンクにあ り,マ ネ ジメ ン トコ ミテ ィ(経 営委員会)が 全権 を握 っている。

また,研 究部門 は最 重要 の位置付 けか ら独立 して世界 に4ヶ 所設 けて お り,本 社 と

ほぼ同格 に扱われてい る。

経営委員会 は,IBMの 戦 略検討,決 定機関で,長 期計画,経 営 目標 を立 てる。委

員会の参加 メ ンバーは世界 中のIBMの 法 人の代表者が連ねてお り,MDC(Management

DevelopmentCenter)と 呼 ばれ る研修機関で修めた者達で ある。

(2)MDC

本社 に存在 し,IBMの 管理者養成,研 修機関で,世 界中のIBMか ら昇格 した社員が研

修 に来 る。 ここで はベー シ ックビ リーフ(BasicBelief)と 呼ばれ る研修 の理念 につ

いて徹底 的に教え こまれ る。 べー シックビ リーフとは次の三つの事項 に集約 され る。

①Service:顧 客 に対す るサー ビス

②Excillence:卓 越 一 最善をつ くす。

③Respect:個 人(社 員)を 尊重す る。

(3)グ ループ

IBMで は,世 界中を次の4つ の地域 にわ けて,管 轄 して いる。

① アメ リカ本社(ア ラスカを含む)グ ル ープ

② ヨーロ ッパ,中 東,ア フ リカグループ

③ カナダ,中 南 米 グループ

④ ア ジア,太 平洋 グループ(日 本 は ここに含まれ る。)

(4)研 究部 門

研究部 門は,米 国2ヶ 所(ヨ ー クタウ ンハ イツ,ア ルマデ ン)と スイ ス(チ ュー

リッヒ)日 本(藤 沢)'に 各1ヶ 所 の計4ヶ 所 に研究所が あ り,そ れぞれ独 自の研究

を行 って いる。全体 で約3400名 が従事 してお り,研 究 テーマ も,自 然 科学分野 の基

礎研究か らコンピュー タ技術 まで幅広 く,年 間60億 ドルの予算を費や してい る。 こ

れ はIBMの 売上高の約10%に のぼる。

⑤ 開発施設,工 場等

他 に,次 表のよ うに世界 中に生産 に関す る開発研究所や,サ イエ ンテ ィフィ ック

セ ンターと呼ばれ る地域 の研究機 関 も持 ち,工 場 も含め,100以 上の施設を有 して

いる。
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図表2.2-31BMの 地域別 施設設置状況

ヨ 一 口 ツ ノぐ カナダ ア ジア

米 国 中 東 計
ア フ リ カ 中南米 太平洋

Research 2 1 一 1 4

Labs

Product 28 9 1 3 41

Development
Labs

Manufacturing 17 14 5 3 39
Plants

Scientific 3 10 3 1 17
Centers

また米 国内(訪 問先のニ ュー ヨー ク,ホ ワイ トプ レイ ンズ地区周辺 に限 るが)の

施設の ロケーシ ョンお よび主 な業務を簡単 に述べてみ る(2.2-4図 参照)

場 所

・キ ン グ ス トン

・ポ ウキ プ シー

・イ ー ス トフ ィ シキ ル

・ヨー ク タ ウ ンハ イ ツ

・ア ー モ ン ク

・マ ウ ン トプ レザ ン ト

・ホ ワイ トプ レイ ンズ

業 務

3090機iの テス ト

3090製 造

AS400,3090用 チ ップの生産

R&D－ 研 究部門

本社,経 営委 員会,MDC

カナダ,中 南米統轄

米国,ヨ ー ロ ッパ/中 東/,ア フ リカ,ア ジア/太

平洋統轄
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図 表'2.2-4ニ ュ ー ヨ ー ク エ リ ア の1BM機 関
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2.2事 業

(1)体 制

前述 したように,本 社の経営委員会が,代 表決定機 関であ り,図 の よ うな ご く一

般的な ヒエラルキ三型の形態 を とってい る。

図 表2.2-5組 織 体制
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各部門 は事業部制 をとってお り,海 外のIBMに おいて も同様で ある。IBMの 製品

は10,000種 を超え るが,同 じ製品を海外の複数の拠点で生産 して いる。 これ は,主

に,競 争意識を持たせ るの と,他 の拠点での生産の失敗 をカバ ー し,体 験 を活かす,

とい う理 由によるもので あ り,例 えば,3090機 は米国,ヨ ー ロッパ,日 本で,と も

に製造 して いる。

② 経営状態

IBMの 経営概況を図でみ ると,1988年 には世界135ヶ 国に387,000人 の従業員が

お り,総 売上高 は597億 ドル に達 した。前年 よ り8%の 伸 びであ り,米 国本土が減

少 して いるの に対 し,ア ジア/太 平 洋 グループが大 き く伸 ば してお り,そ の中で も

日本 は,IBMワ ール ドトレー ドグループの優等生的立場 にある といえ る。 ア ジア/

太平洋 グループの中で 日本 は,売 上 高の約60%を 占め,次 いでオース トラ リアが20

%,そ の他の地域が20%の 割合であ る。また,経 営状況の5年 間の推移 を示 したの

が図表2.2-7で,こ れ をみ ると,1986年 に著 しく経営が落 ち込 み,売 上高 は若干の

伸 びを見せ た ものの,利 益,配 当においては,低 迷 した ことがわかる。 これ は前年

か ら続 いた米国内の不況 に加え,ド ル安 による見か け上の輸 出が増 した ものの国 内

の市場 シェアを減 らしたことによ るマイナス面が大 き く響 いている もの と思われ,

その後,徐 々にであるが回復 して きている。

図 表2.2-61BMの 経 営 状 況

ヨ ー ロ ッパ カナダ ア ジア
米 国 中 東 計

ア フ リ カ 中南米 太平洋

1988Gross $25.4 $21.6 $3.9 $8.5 $59.7B
Income

Percent 43% 36% 7% 14% 100%

Growth 一1% 10% 21% 26% 8%'87 -'88

Employees 223,000 109,000 25,000 30,000 387,000

Countries 1 88 28 18 135
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図表2.2-71BMの 経営状況の推移

売上高
100万 ドル 59,681

1984'85'86'87 1988

一株当り利益
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(IBMAunualReportよ り)

(3)IBMの 活動理念

IBMの 精神 ともいえ る経営 活動の理念 は,次 のよ うな 目標を達成 す ることにある。

す なわ ち,

① 顧客 とのパ ー トナー シップを強化 し,

② 最善をつ くして,卓 越 した品質 と革新性 を持 った製品を作 り,

③ 業界の発展 を うなが し,

④ 効率を最需要 として常 に行動 し,

⑤IBMの 収益性 を高 めてい くこと。
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3.音 声処理技 術のデモ ンス トレーシ ョン

IBMの 研究 テ ーマの一端 と して,音 声処理技術のデモ ンス トレー シ ョンを紹介 された。

以下 に概要 を述 べ る。

3.1音 声合成技術

IBMの 音声合成の研究 は,前 出の ヨークタウンハイツの研究部門 にい る言語学者50

人 もス タッフに加わ り,精 力的に進んでい る。現在 の段階 では,パ ーソナル コンピュ

ー タに950ド ルの ボイス ・コ ミュニ ケーシ ョン ・アダプ タを取 りつけ るだ けで よいほ

どに実用化 して きてい る。 これ は,あ らか じめ入力 され た英文を,正 しく,し か も人

間に近 いア クセ ン トを付けて合成 された音声 に変換 させ る ものであ った。ただ,入 力

され た英文の単語 にスペルのまちがいが ある と,そ こはスペ ルをそのま まアル フ ァベ

ッ トの読みで発音 していた,ま た,フ ランス語 や ドイツ語 にっ いては読 あな いとの こ

とであ った。現在 この システムのユーザは約30万 あ り,こ の ブ リー フィングセ ンター

に もこの システ ムのネ ッ トワークがあ り,800人 が利用 してい る。950ド ル とい うシ

ステ ムの価 格に比 べる と,か な り,利 用価値が あるとは思われ るが,知 識 ベー スの組

み込みや,エ キスパ ー トシステ ムの応用等,ま だ研究 の余地 があると見 うけ られた。

3.2音 声認識技術

基礎研究部 門が現在開発中であ り,音 声で入力 され た コマ ン ド(単 語 －READ,RETU

RN等)を 認識 させ る もので,80～90%の 確 立で認識 されれ ば,コ マ ン ドが特定 出来 た

と判断 して いるよ うであ る。 コマ ン ドの数は,現 在約200語 程度が限度で,し か もあ

らか じめ特定 の話者が登録 しておかねばな らず,そ の 日の話者お よび マ シンの コンデ

ィションによ って も判別の確立が変化す るとい うことで,実 用化 には相当時 間を要 す

るもの と思われ る。 日本語 と異 な り,英 語 は母音 の発音 の種類が多 く,か な り微妙 に

変化す るた めか人工知能技術等 の高度 な処理技術 の実現が期待 され る。

最後 に,rPRODGY」 サー ビスと呼ばれ る,ビ デオテ ックスサ ー ビスの成 功例 を実演

した。サ ー ビス内容 は,イ ー ジーセイバ ー とい うもので,航 空券の予約 や美術館の入

場券の手配 までデー タベースにアクセス してで きる もので他の ビデオテ ックスサ ー ビ

スが失敗 した教訓 を活 か して,

① サ ー ビスの使用料 を1ヶ 月10ド ル と定額 と しユ ーザの負担 を軽 くした こと。

② 広 告料 による収入増を はか り,こ れ と手数料 を加えて三つ の収入 を柱 と した

こと等 によ り,サ ー ビスは順調 に広が ってい るとの ことで あった。 また ,広 告

主 もふ えっ つあるよ うである。
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2.3Debevoise&Plimpton

調 査 先Debevoise&Plimpton

調 査 月 日4月17日(月)午 前

住 所55513thStreet,N.W.

Washington,D.C.20004

面 接 者Mr.RobertR.Bruce

Mr.JeffreyP.Cunard

1.会 社概要

多数の法律家を擁す る著 名な法律事務所で,幅 広 い業務 に関す る法律実務 を取 り扱 って

いる。特 に通信や情報処理 に関す る制度面お よび利用面 における業績 で高 く評価 されてお

り,米 国内外の銀行,通 信関係企 業および政府関係機関 に対 し,グ ローバル ・コ ミュニ ケ

ー シ ョン ・ネ ッ トワー クやエ レク トロニ ック ・サー ビス規制 の法律問題 に関す る助言 を行

ってい る。

① 規 模 弁護士314人(正 会員89人,準 会員255人)

② 事務所NewYorkWashingtonLosAngelsParis

弁護士数262人33人10人9人

③ 創立か ら現在 までの弁護 士数の推移

1931194119511961197119811989

2163062110179314

今回 は主 にE田 における諸問題 に関す る調査 を行 った。

2.EDIに お ける諸 問題

EDI(ElectronicDataInterchange:電 子デー タ交換)と は,複 数 の企業 の コンピュー

タ ・アプ リケー ションを直結 し,取 引に必要な企業間のデ ータ交換 を電子 的に行 うことで

あ る。EDIを 導入す ることで,従 来 よ り取引デ ータの交換が確実,迅 速,容 易にな り,各

企業 とも取 引を きめ細か くコン トロールで きるよ うになるため,効 率性が向上す る。EDI

を実施す るための標準化 は,米 国国内標準のANSIX12や 国際標準 のUN/EDIFACTが 制定 され

,広 範 に利用 されつつある。

一方
,EDIは,従 来のペーパを中心 に して人間が介在 して行 う事 務処理 か ら,電 子的情報

により コンピュータが直接 的に処理 を進 める形態へ と取引形態を大 き く変化 させ る。現状

で はEDIの 運用 ルールや法律 的諸 問題 は未整備で あるが,一 部で は検討が進 め られてお り
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その一端を以下 に示す。

①EDIの ための統一運用 ルール(UnifromRulesofConductforInterchangeof

TradeDatabyTeletansmission)

(国 際商工 会議所出版物No.4521988年)

第1条 目 的

このル ール はEDIに 参加 している当事者 間で同意 され る運用ルールの作成 を通 し

て,EDIに よ り行 う取引 データの交換を推進 させ ることを 目的 と してい る。

これ らの規則に別段の規定がある場合を除 き,取 引デー タの交換 の中身について

は適用 されない。

第2条 定 義

このルールを 目的 として,次 の表現 は下記 の意 味を もつ。

a)取 引事務:取 引デ ータメ ッセージが言及 す る取 引 として識別 され る,関 係 当

事者間の商品,サ ー ビス,そ の他の行為の購入および販売 または

供給 についての特別な契約

b)取 引デー タメ ッセ ージ

:取 引事務の締結や実施 に関連 す る関係 当事者間で交換 され た取 引

データ

c)取 引デー タ伝送(以 後"伝 送"と す る)

ヘ ッダーおよび トレー ラを含む発送書類の1単 位 として一緒 に送

られ る1ま たは複数の取 引デー タメ ッセージ

d)取 引 デー タ交換 アプ リケー ション ・プ ロ トコル(TDI-AP)

EDIよ り運 ばれた取引デー タ伝送 の表現 と構造 に関す る国 際規格

に基づ く,取 引デ ータメ ッセー ジの承認 された交換方法

e)取 引 デー タログ

交換 された取引デ ータの完全 な履歴 を示す取引デー タ伝送 の集積

第3条 適 用

このル ールは,TDI-APを 使用す る当事者 間の取 引デー タ交換に適用す るための も

のであ る。 これ はEDIに よ る別の取引デー タ交換方法が使われている場合で も,妥

当であれば使 うことがで きる。

第4条 交換 の基準

交換に使われ るデー タエ レメ ン ト,メ ッセー ジ構成 および これ に類似の規則や通

信規格 は,関 連す るTDI-APで 規定 されて いる もので ある こと。
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第5条 注 意

a)TDI-APを 使 う当事者 は,そ の伝 送の形 式が正 しくかつ完全 で あ り,関 連 の

TDI-APに 従 って安全に保管 された ものであ ることを保証 し,ま たその よ うな伝

送 を受 ける能力が確実 であ るよ う注意す ること。

b)伝 送の仲介者 には,承 認 されて いない変更の伝送で再送信を要 求 され ること

はない こと,そ して伝送 のデー タ内容 は許可 されていない人 には洩 らしてはな

らない と指示す ること。

第6条 メ ッセー ジと伝送

a)取 引データメ ッセー ジは1ま たは複数の取引事務 に関連す ることがあ り,各

取 引につ いての適切 な識 別子 と,そ の メ ッセー ジが関連す るTDLAPに 従 って正

しくかっ完全であ ることを確認す る方法を持たねばな らない。

b)伝 送 は送信者 と受信者 を識別せねばな らない。 これ は伝送 自体 で使われてい

る技術 によ り,ま たは関連す るTDI-APに よ り規定 され る他の方法に よ り,そ の

伝送 の形式上 の完全性 と真偽性を検査す る手段 を持 たねば な らない ことを も含

んで いる。

第7条 伝送 の受信確認

a)伝 送の送信者 は受信が その受信を確認すべ きで あるとい う規定 を して もよい。

受信確認 は,使 われて いるEDIに よ るか,ま たは関連のTDI-APに よ り規定 され

るその他の方法で行 うことが 出来 る。受 信者 は送信者 の要求を承 諾す るまで は

その伝送の内容 に従 って行動す ることは許 され ない。

b)送 信者が妥 当な時 間内または規定の時間内に規定の受信確認を受 け取 らない

場合 は,そ れを得 るための行動を起 こすべ きで ある。 その ような行動を起 こし

て も,受 信確認が妥 当な時間の延長期 間内に得 られ ない場合 は,送 信者の最初

の伝送手段 または必要で あればその他 の手段 を使 って,受 信者 に忠 告をすべ き

であ る。 そのよ うに した場合 に,送 信者 は初 めの伝送が届 いていない と推定す

ることが認 め られ る。

c)受 信 した伝送が正 しい順序でなか った り,形 式が正 しくかっ完 全でない場合

は,受 信 はで きるだ け早 く送信者 に これを知 らせ なければな らない。

d)伝 送の受信者が,そ れが 自分 に宛 てた もので ないとわか った ら,送 信者 に こ

れを知 らせ るため 出来 るだ け早 く妥 当な行動 を起 こし,そ の伝送 に含 まれてい

る情報 を 自システムの取引デ ータログか ら削 除すべ きであ る。
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第8条 内容の確認

a)伝 送の送信者 は受信者 に対 し,伝 送の中の1ま た は複数の識別 されたメ ッセ

ージの内容が実 質的に正 しいと思われ るか どうかを,そ の 内容が保証する対価

や利益 を損な うことな く,通 知す るよ う要求で きる。受信者 は送信者の要求 を

承諾す るまで はその伝送の内容 に従 って行動す ることは許 されない。

b)送 信者が妥 当な時間内に要求 した通知 を受 け取 らない場 合 は,そ れを得 るた

めの行動を起 こすべ きであ る。そのような行動を起 こ して も,通 知が妥 当な時

間の延長期 間内に得 られ ない場合は,送 信者 は受信者 に適宜通知をすべ きで あ

る。その ように した場合 には,送 信者 は伝送が実質的 に正 しい もの と して受 け

取 られて いない と推 定す ることが認め られ る。

第9条 取 引デー タの保護

a)当 事者 間で交換 され るデー タのい くっか について,当 事者 は許可 され る範囲

で,暗 号またはその他の手段によ る特別な保護方法を使 うことを取 り決 めて も

よい。

b)そ の ように保護 された伝送の受信者 は,そ の後 の伝送 について も,少 な くと

も同 じレベルの保護 方法が適用 され ることを確信 すべ きであ る。

第10条 デー タの保管

a)各 当事者 は全ての伝送を,そ れが受信 され た状態の まま変更を加えず に,完

全な取 引デー タログと して保管す ることを保証 しなければ な らない。

b)そ のよ うな取 引データ ログはコンピュー タメデ ィアに保管 され,必 要が あれ

ば,検 索で きて,読 み易 い形式で提示で きるよ うに して お くこと。

c)本 条a)項 で言 う取 引データログは,そ れを保持 す る当事者の国の法律で要

求 され る期 間また は両当事者が取 り決めるそれよ り長い期間,ま たは国の法律

や当事者 間の取 り決め による必要条件が ない場合 は3年 間,無 変更のまま保管

しなければな らない。

d)当 事者はそれぞれ,本 条b)項 で言 うデー タを,a)項 に従 ってその当事者

が送信 し,そ して受信 した状態の正 しい伝送 の記録 と して,整 えてお くのに必

要 な整理を してお く責任 がある。

e)当 事者 はそれぞれ,関 連す る当事者のデータ処理 システ ムの責任者 また は当

事者 が取 り決 めた法律で要求 され た第三者が,必 要 に応 じて,そ の取引 データ

ログ及びその複写が正 しい ものであるとい うことを証明で きるよ う,気 をっ け

てお くこと。
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第11条 解 釈

このルールの正 しい意 味 について質 問が あ る場合 は,パ リの国際商工会議所 にと

いあわせ る こと。

② さらにEDIを 実施 しよ うとす る企業 は次の諸点 にっいて考慮 してお くべ きで ある。

・ 何かが うま く行かないか もしれ ないとい うリスクは常 にある
。誰が この リスクを負

うのか。 各当事者が それぞれの リスクを負 うのか。 リス クを保険またはネ ッ トワーク

オペ レー タに負わせ ることが可能だろ うか。

・ ルールを守 らなか った当事者が損害 を引 き起 こした場合
,そ の結果をど うすべ きか。

(責任の限界の問題)

・ リスクおよび責任 に関す るルール も保険 に関す るルールで カバ ーされ るべ きか
。

・ タイ ミング
,す なわ ち受信者がデ ータその他 を処理 すべ き時間につ いての ルールは

作 ってお くべ きか。

・ セキ ュ リテ ィに関す るルールや交換 され たデータの内容を規制す るルールは作 って

お くべ きか。

・SWIFTに 含 まれ る銀行 に関す るルールのよ うな専門的計画 のルールはど うか
。

・ 暗号その他 のセキ ュ リテ ィ手段 につ いてのルール はどうか
。

・"署 名"に つ いての ルール はどうか
。

③ 約60メ ンバ ー(ア メ リカ銀 行,モ ー ビル石油,プ ライス ・ウォー ターハ ウス,エ レク

トロニ ック ・データ ・システム等の各社を含む)か らなる法律 問題検討 グループがANSI

(米国規格協会)の 後援 の下 に,既 に述べたよ うな問題にっいて検討 してい る
。 この グ

ループは特 に次 の諸点 に的を絞 って いる。

●

■

●

●

EDIシ ステムへの参加者の法律 的責任

EDIの 内部監査の開発のアプ ローチ

システムデ ータのセキ ュ リテ ィと完全性を管理す る システ ム

これ らの問題 の相互関係
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2.4 ADAPSO

調 査 先ADAPSO

調 査 月 日4月17日(月)午 後

住 所1300North17thStreet,

Suite300Arlington,VA22209

訪 問 相 手Ms.LuanneJames,ExecutiveDirector

1.会 社概要

ADAPSO(米 国情報処理 サー ビス産業協会)は,

す る業界 団体で あ る。今 回は

①ADAPSOの 組織 の概要

②ADAPSOの ソフ トウェア部門 と委員会

③ 成功2000年 計 画

④ ソフ トウェア ウィルス

⑤ 知的所有 権

につ いての ミーテ ィングを行 った。

ソフ トウェア と情報処理サ ー ビスを提供

2.ADAPSOの 組織概要

組織 の概要 は図表2.4-1を 参照 されたい。

ADAPSOの 理事会議が全体を まとめてお り,そ れは各部署 とその機能部門の代表者 および

他 に選 ばれ たメ ンバ ーの代表 によ って構成 されてい る。 メンバ 「は下記の6つ の部署 か ら

なる。

① 総合情報 システム

② 情報技術 サー ビス

③ 通 信情報 サー ビス

④ 加工 サー ビス

⑤ ソフ トウ ェア業

⑥ 付加価値 によ るサ ー ビス

今回 は特 にソフ トウ ェア業を中心に説 明を聞 いた。 さ らに,ADAPSOは4つ の機能部 門が

あ る。

① 教 育

② 政府お よび産業
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図表2.4-1ADAPSOの 組織概要図

ADOPSO

理 事 会 議

検査法律委員会 IBM委 員 会 会 計 委 員 会長期計画委員会

教 育 政府および
産 業

映像および

公 的 通 信

会 員総 合 情 報

シ ス テ ム

情 報 技 術

サ ー ビ ス

通 信 情 報

サ ー ビ ス

加 工

サ ー ビ ス

付 加 価 値

サ ー ビ ス

塾 薫ii・ ド

戴 エ…iア…業i

国 際 ソフトウェア

出 版 委 員 会

ソ フ トウ ェア

保 護 委 員 会

教育 意 義

委 員 会

課 税 制 度

委 員 会

財 政 実 行

委 員 会

IBM接 続

委 員 会

映 像

委 員 会

知 識 推 進

委 員 会

技術情報騰
i萎一 真

技 術 論 文

小 委 員 会

ウ ィ ル ス

小 委 員 会

開 放 案 内

小 委 員 会

標 準

小 委 員 会



③ 映像および公的通信

④ 会 員

各部門は,活 動の決定を行 う委員会を含んでいる。

3.ADAPSOの ソフ トウェア部 門 と委員会

ADAPSOの 全 メ ンバーの半分以上が この ソフ トウェア部 門に属 してお り,一 番活発に活動

して いるの は,技 術情 報サー ビス委員会であ り,4っ の小委員会か ら構成 されてい る。毎

年,こ の部署 に属 してい る会員が最 も感心を持 ってい るテーマを2つ 選 び,そ のテーマに

関 して レポー トを作成 してい る。 これ まで出版 した ものに

・ ソフ トウェア開発 の技術

・ コンピュー タの接続 に関 しての報告

・ 携帯用 ソフ トウェア製品

があ る。

2つ 目の小委員会 の ウィルス小委員会があ るが,こ れ は後で別 に説 明す る。

3つ 目の小委員会 は開放案 内小委員会であ る。 これ は製品の接続 に対 して開放性が どの

位あ るか とい うことを検討 している。7つ の基準 を設 けて,そ の基準 と比較 して どの くら

い開放性 があるか を測 るものであ る。

4つ 目の小委員会 は発足 したばか りで,「 標準 」を取 り上げてい る。業界に取 って非常

に意義 がある と思 われ る標準 を選 び,ど のよ うに取 り上げ られてい るかを調査,追 跡,検

討 して感心 ある会員 に報告 して いる。

その他 で特 に 目立 った委員会 は財政実行委員会 とソフ トウ ェア保護 委員会で ある。。財

政実行 委員会 は,ソ フ トウェア業界の収入 をどのよ うに認めてい くかを財政 的な面か ら検

討 してい る。

4.成 功2000年 計画

(1)背 景

コンピュー タ業 界が直面 してい る最 も大 きな問題 は,将 来,需 要 が増加す るに も関わ

らず,教 育機関 か らでで くる資格 あ るプ ログラマーが,非 常 に不足 して くるとい うこと

である。

この ことは,労 働統計局の最近の報告書で ある 「プロジェク ト2000」 に予測 されて

い る。 この報告書 による と、雇用 につ いて は コンピュータとデー タ処理 サー ビスが全産

業 中,最 も急速 な成長産業 にな るだろ うと言 って いる。 システム設計,分 析,プ ログラ
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ミング,ソ フ トウ ェア開発 は,ユ ーザの広範化 によ るパ ッケージソフ トの激増 と同 じく

らい,ビ ジネスや政府によ る特 殊な システムの要求 に応 じるため,確 実 に有力な ものに

なる。

また,産 業 における雇用者 は年5.2%ず っ増加す る。 これ は1986年 のち ょうど2倍 で

あ り,2000年 まで に120万 人 にな ると予測 している。

現在の統計で はアメ リカでの コンピュー タ科学の学生 は1987年 に5%か ら2%に 減少

して いる。 さらに,1975年 か ら85年 にかけて大学での コンピュータに関す る コースの新

入生 は9%か ら5%に 下が って いる。

コンピュー タ科学を専攻 す る学生が減少 している様子 をユ ネスコ文化統計年鑑か ら見

ると図表2.4-2(米 国大学の専攻分野別4年 前 との比較)の とお りであ る。 また,主 要

国別 に見て も自然科学を専攻す る学生 は米国が最 も少 ない。(図 表2.4-3主 要国別大学

の専攻分野 別卒業者参照)

その主な理由は,実 社会で役立っ ような カ リキ ュラムが組 まれて いない ことだ と言わ

れて いる。 さ らに,教 育の訓練が不十分であ ること。全 国的に数学や科学 の教育が おろ

そか になってい ること等が加わ り,教 育に対す るレベ ルの低下 には心を痛 めて いる と情

報 システム部門の管理者達 は言 う。

しか も数少ない学生達 は,企 業の情報 システム部 門よ りもベ ンダー企業を選ぶ傾 向が

ある。 なぜな ら,学 生達 は,よ り高度 な仕事を好み,既 存 ソフ トウ ェアの保守 とい う情

報 システム部門の初級 レベルの仕事 には興味を持 たず,ベ ンダー部 門の システム開発 に

ひかれ る学生 は多い と考え られ る。 このよ うに情報 システ ム部 門に携わ る人の多 くが教

育 の問題,教 育改革 の必要性,学 校での コンピュー タに触 れ る機会 の増加 に関心 をよせ

てお り,「 若 い人達が来 ない本 当の理 由は何であ るか」をADAPSOで は現在究明中であ る。

(2)目 標

このよ うな状況下で,ADAPSOの 教育意識委員会の 「プ ロアクテ ィブ キ ャンペ ー ン」

と して,経 営者の教育参加を奨励 し,高 校生や大学生 を対象 に コンピュータ業界 に進出

す るよ うに教育す ることを主 な 目的 として 「成功2000年 計 画」 とい うプ ログラムを作 っ

た。 目標 は,

・ ソフ トウェア,サ ー ビス業へ の雇用志願者の技術の向上

・ ソフ トウェア,サ ー ビス業か らの要求を満たす教育過程の範 囲の決定

・ADAPSOの メ ンバーが 長 く影響 を与 える ことがで きる学問環 境 ,地 域の整備

・ADAPSOが 教育発行物 において注視 を得 ること

・ 雇用 され るに望 ま しい職 と して ソフ トウ ェア,サ ー ビス業を一般 に印象付 ける
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こと.

そ して文字通 り西暦2000年 まで には,人 材不 足を征服 したい と考えている。

(3)活 動

このプ ログラムは1988年 に開始 され,こ れ までは,カ リキュラムや コンピュータ習得

能力の問題 を直接提起す ることよ りも,学 生達 に コンピュータ業界や コンピュータ関係

のサー ビス業界 に就職す る気を起 こさせ ることに重点 を置 いて きたが,学 生達が なかな

か来 て くれ ないので,そ れ を喚起す るために,学 校 向けの講演者を提供す る部門 を作 っ

た。

講演者が各地域の高校,大 学 に行 き ビデオや スライ ドを使 って,ソ フ トウ ェア業界 と

いうのが いか にすば らしい所で あるか と言 う話 をす る。

スライ ドで は,

・ ソフ トウ ェア,サ ー ビス業が好機 であ ること

・ 手腕を要す こと

・ 学生 にその職につ くた めの準備の方法をイメー ジさせ ること

をね らってお り,管 理者 にその有用性を説 明 している。

ビデオは,学 生 に好機であ ることを生か し習熟す るための手助 け となる。講演者 はそ

の産業 にっ いての考えや重要性を話 し,ソ フ トウェア,サ ー ビス業が どのよ うにエキサ

イ トな ものかを説明す る。

情報 の提供物 と して配布す るパ ンフ レッ トには,

・ どんな職 務があるのか。

・ 給料 はどの位 もらえ るのか。

・ この産 業内での トップ200社 の リス ト

・ADAPSOの メンバ ーの会社雇用連絡 先

等が載 って いる。

将来 は企業 と学校 間がパ ー トナー シップを組 み,コ ンピュータ科学 に関心 を持 ってい

る学生 は,「 キ ャリァデ ィ」 とい う日には企業 か ら招待 を受付,企 業のイ ンター ンシッ

プに参加 して もらうこと等を考えてい る。
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5.ソ フ トウ ェアウ ィルス

プ ログラムに潜む 「ウ ィル ス」とは何か。 ソフ トウェアやデータを消去 して,コ ンピュ

ータ ・システ ムを破壊す るプ ログラムは以前か らあ った。 これ ら従来 の もの とウ ィルスが

違 う点 は,プ ログラムが 自己増殖 し,多 くの コンピュータに次 々と 「伝染 」 して い くこと

だ。 ウ ィル スは,

① コ ンピュー タ ・システ ムに侵入す る。

② 他の コンピュー タに自分の コピーを植え付 ける。

③ 破壊活動 を行 う。

とい う3つ の機能 を兼 ね備 えて いる。 この3っ が時期 的にずれて働 くため,破 壊 され る前

に ウィルスの侵入 時期 や経路 を突 き止め ることが難 しくなっている。

米国 において,こ の ソフ トウ ェアウィルスの問題 は非常 に重要な要素 を持つよ うにな っ

て きた。 なぜ な らば,商 業ベースで売 られている ソフ トウェアプ ロダ ク トが,ウ ィル スに

攻撃 され た と言 うこと。っ まり金 もうけを 目的 と したプ ロのハ ッカーが登場 した ことで あ

る。 セキ ュ リテ ィの専門家 によれ ば,平 均的な銀行強盗は5000ド ルを稼 ぐが,平 均 的なハ

イテ ク泥棒 は50万 ドルを モノにするといい,年 間 にす ると30億 ドルか ら50億 ドルに ものぼ

ると推定 され る。

それか らも う1っ は昨年(1988年)11月2日 夜か ら3日 にかけて,米 国の重要 な核 兵器

研究機関であ るカ リフ ォルニ ア州の ロー レンス ・リバ モア研究所等,全 米各地 の研究 施設

の コンピュータ網 に ウィルスが侵入 す るとい う事件が発生 した ことであ る。

この事件 は,コ ーネル大学の大学 院生が実験 目的で作 った"無 害"の ウィル ス1個 を,

国防総省,大 学,軍 需企業等 を結ぶ 「アルパ ネ ッ ト」に入れた ところ,こ れが予想 に反 し

て急激 に増殖 した ことが原 因で,犯 人の コバ ー ト・T・ モー リスによると、 この ウ ィルス

はまず,国 防総省 の コ ンピュー タに侵入 し,何 も外 を与 えず記憶 メモ リーに潜み,他 の コ

ンピュータへ と感 染 してい くよ うにデザイ ンしたつ もりだ ったとい う。 ところが プ ログラ

ムの ミスか ら数百 倍 もの スピー ドで 自己増殖 を繰 り返 し,結 果的に 「アルパ ネ ッ ト」につ

なが っていた研 究所や大学の端末の10%に 当た る6000台 をまひさせ,被 害総額が少 な くと

も9700ド ルにのぽ る大事件 に発展 して しまった。

ウィルス感染 に対す る防御策 はい くっか考え られ るが,代 表 的な対策 と して2っ 上 げ ら

れ る。1っ は 「ワクチ ン ・プログラム」と呼ばれ る抗 ウ ィル ス用 ソフ トウェア ・ツールの

利用であ り,も う1つ はユ ーザによる 「安全対策」で ある。 しか し,完 全な防御 は非常 に

難 しい。

ADAPSOで はこの ソフ トウ ェアの ウィルス問題が,ソ フ トウェア業界 に取 って,金 銭上の
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被害を受 けた点 に対 して心配 を してい る。 と同時に,こ の ソフ トウェア業界 の評判 に傷が

付 くとい う点で も非常に心 を痛 めて いる。 ここで この問題を解説す るためのプ ログラムを

作 った。その中には教育の こと,日 本 の こと等が含 まれてお り,教 育部門で は政府 とソフ

トウ ェア業界が協 力 し,ソ フ トウ ェアの開発者を対象 と して,"ス タ ンダー ド","テ ク

ニ ック"等 を開発 して いる。それ によ って,ウ ィルスまたは,そ の他 の破壊的なプ ログラ

ムの侵入を防御で きる ことを主 な 目的 と している。

また,こ の教育プ ログラムの 中には,ユ ーザを対象 に したプ ログラム もある。 ソフ トウ

ェアプ ログラムまたは,ソ フ トウェアシステ ムのユーザ達を教 育 して,ソ フ トウェアの セ

キ ュ リテ ィが崩れないよ う,海 賊版 のプ ログラムを使用 しないよ うに教育を施 す もので あ

る。

さ らに,米 国政府 と協 力 して,コ ンピュータの安全保証 の行 う法律的 な制度を作 る努 力

もして いる。 それ と同時に,米 国 の48州 には,コ ンピュー タの ソフ トウェア,コ ンピュー

タ ・システムに関 しての犯罪法 もあ る。 しか し,州 の法律 はどの法律 を取 って もそれぞれ

範 囲が まちまちであ り,そ の効果 とい うことになると,影 響はかな り違 っている。

ADAPSOで は既存の連邦の コンピュー タの犯罪法が修正 され,セ キ ュ リテ ィに対す る脅威

も法律が カバ ー して くれ る ことを希 望 してい る。 しか し,こ の法律 による制度 が法 的な面

か ら守 のは,非 常 にペースが遅 いの はい うまで もない。法律関係を整備す るのは非常 に時

間がかか り,他 方,技 術 は速 い ス ピー ドで進展す る。ADAPSOと 議会の1っ の委員会が一緒

にな り,5月 の末 に教育の会議を開催す る計画を してい る。 その会議が終わ った時,法 律

執行の責任者 が ソフ トウ ェア に関 して の問題 につ いて,も っと精通 して くれ ることを希望

して いる。

6.知 的所有権

知 的所有権 もADAPSOが 大変感心 を もってい る分野で,現 在,議 会 に2つ の法案が提 出さ

れてい る。

この うち1っ が 「ソフ トウェアの レンタル」(賃 貸)に 関 しての法案で ある。米国では,

ソフ トウ ェアの小売 り価格 の何分 の1と い う非常 に安 い費用で借 りる事 が出来 る所があ る。

もちろん,家 に持 ち帰れば著作権 の許可 もな く,簡 単に複写 も出来 て しま し,こ れ は非常

に不本意であ る。著作権 による ソフ トウェアの保護基準 はいまだ曖昧で,世 界的 に もコン

セ ンサスを形成で きないで いる。 ここで も技 術の進歩 に法制度 の整備が追い付 いて いない

のが現状 である。

ADAPSOで は,「 オーナーで なけれ ば レンタル はで きない」と言 う,も う少 し厳 しい著作
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権 を考 えてい る。 また、 レンタルだけを問題 に しているわ けで はな く,レ ンタルす る こと

によ って,そ れが1つ の手段 とな り,海 賊版がで きて しま うとい う事 に も感心が あ る。

ADAPSOが もう1っ 感心を もってい るのは 「州の主権在民 」であ る。 自治権が あるため,

治外法権の よ うな,あ る権利を持 っている ことであ る。

例えば,州 立大学が,特 許法 とか著作権法 に触れ るよ うな事を行 った時 には,そ の大学

(あ るいは州の機関)を 訴え ることがで きない ことであ る。

ごく最近,次 の ような判例が あった。某 ソフ トウ ェア企業が,カ リフ ォルニ ア州立大学

の ロスア ンゼルス校を相手取 って金銭的な被 害を申 し出た。その理 由は,rUCLAが 許可 を

もらわないで ソフ トウェアの コピーを した」 と言 うことで訴訟 にな ったわけだが,結 局,

rUCLAは ソフ トウ ェア企業にお金 を払わな くて もよい」 と言 う判決が お りた。判決 による

と,米 国議会が もっと 「明確 な言葉で,ど うすれば金銭的な被害 を要求で きるのか法律 に

書 かれてなければ,裁 判 はで きない」 とい うのである。そ こで,ADAPSOで は著作権法 に技

術的な改正を加 え るための作業を進 めている。

最後に,日 本に はないアメ リカの特徴 ある法律,「 トレー ドシー ク レッ ト法 」について

であ るが,こ れ はアメ リカ州法(し たが って,州 によ って取 り扱いが ことな る)で あ る。

例えば,rAさ んがヘ ッ ドハ ンテ ィングを うけて,b社 か らc社(b社 と競合す る会社)

に移 った場合,Aさ んはb社 で知 った営業秘密 とな る情報 をc社 に教え る ことが出来ない」

とい うもので ある。 トレー ドシーク レッ トとい うの は,競 合他社 に対 して 自社を営業上有

利 にお くことがで きる秘密情報の総称であ り,知 的財産 の1っ であ る。 この法律が一番適

用 され るの は,情 報を受 け取 った第3者 を罰 する時最 も効力を発揮す ると ころにあ る。

日本での営業秘密 は契約法,不 法行為法,刑 事法,等 によって保護す る ことになるが,第

3者 に対す る対抗 は出来ない ことが多 い。

日本 の場合 の例 をみ ると,新 潟鉄鋼の従業員が2万 ペ ージにおよぶ会社 の秘密情報 を持

ち出 して,自 分 の競合会社 に持 ち込ん だのであ るが,紙 という有体物 を持 ち出 した とい う

ことで窃盗 罪 と して罰せ られただけで相手の会社 に対 して は,何 も罰 す ることが出来 ない。
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2.5 PaloAltoManagimentGroup,lnc.

調 査 先PaloAltoManagimentGroup,lnc.(PAMG)

調 査 月 日4月19日(水)午 前

住 所2685MarineWay,Suite1212

MountainView,California94043

面 接 者Mr.MichaelP.Burwen,

President

CASEに つ い て

Mr.MarkB.Sadler,

Manager,RationalAsiaPacific,Rational

1.会 社概要

PAMGは,1981年 に設立 された情報処理 分野 を中心 とす る総合 コンサル タン ト会社で ,情

報産業,電 気 通信産業 および半導体産 業に関連 す る企業 に対 し市場戦 略,生 産計画等の調

査研究や コ ンサル タン トを行 って きてい る。PAMGは,ア メ リカ本土 は もちろん の こと西 ヨ

ーロ ッパや 日本 の先進的て企業や政府 関係機 関の150機 関以上 と400件 を こえ る契約を実

行 してい る。

同社が提供 している調査研究や コンサル タン トは,経 験豊富 な専門家が担 当 してお り,

その分析能力 は高 い評価を得て いる。

現在,同 社が請負 ってい る主要 な業務 としては,次 のよ うな ものが ある。

① 企業戦略計画

② 市場調査分析

③ 面接調査,

④ 生産計画

⑤ 市場競争分析

⑥ 企業買収調査

⑦ 販売分析,計 画,予 測

⑧ 技術予測

⑨ 企業経営 コンサル タン ト

⑩ マネ ージメ ン ト・セ ミナー

以上の従来か らの業務の ほかに,最 近,次 の3っ のサー ビスを提供 してい る。
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① テ ク ニ カ ル ・コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ

DataquestとDun&Bradstreetと の ジ ョ イ ン ト ・ベ ン チ ャで,ス ー パ ー コ ン ピ ュ

ー タ に 関 連 して い る ベ ン ダ や ユ ー ザ 向 け の 計 算 サ ー ビ ス で あ る
。

② テ レ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

通 信 サ ー ビ ス,市 場 そ して シ ス テ ム の 課 題 等 に っ い て の 調 査 を 実 施 して い る 。

③ ス マ ー ト ・カ ー ド

ス マ ー ト ・カ ー ドに 関 す る 技 術 動 向 や ア プ リケ ー シ ョ ン に っ い て 調 査 研 究 を 実 施

して い る 。

同 社 の 主 要 取 引 企 業 と し て は,Amdahl,AppleComputer,AT&T,BoeingComputer

Services,Citibank,Motorola,ControlDataCorporation,DEC,FloatingPoint

Systems,FranceTelecom,富 士 通,GE,日 立,HoneywellInformationSystems,IBM,

Kodak,LotusDevelopment,三 菱 電 気,日 本 電 気,日 本 航 空,NixdorfComputers,

Siemens,東 芝,Unisys,Xerox等 で あ り,ア メ リカ 政 府 と の 実 績 もあ る 。

2.概 要

同 社 で は,ア メ リカ に お け る情 報 サ ー ビス産 業 の動 向 にっ いて 調 査 を 実施 した。

ア メ リカ の情 報 サ ー ビス産 業 は,次 の6つ の形 態 に分 類 され て い る。

① プ ロセ ッシ ン グ ・サ ー ビス

② ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス

③ ター ンキ ー シス テ ム

④ ソ フ トウ ェア プ ロダ ク ト

(シ ステ ム ソ フ トウ ェア とア プ リケ ー シ ョ ンソ フ トウ ェア に分 類 され る)

⑤ システ ム ・イ ンテ グ レー シ ョン

⑥ プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル ・サ ー ビス

情 報 サ ー ビス産 業 の市 場 規 模 は,1988年 は780億 ドル で,こ れ は対 前 年 比20%増 とな っ

て い る。 ここ数 年,情 報 サ ー ビス産 業 の成 長 率 は20%前 後 で 伸 び て お り,今 後 も この 成 長

が 予 想 され る。(図 表2.5-1参 照)

この市 場 を 形 態 別 にみ て み る と,ソ フ トウ ェア プ ロダ ク トが一 番大 きな シ ェアを 占め て

お り,全 体 の28%で あ る。(シ ス テ ム ソ フ トウ ェア:14%,ア プ リケー シ ョン ソフ トウ ェ

ア:14%)2番 目 は,プ ロセ ッシ ング ・サ ー ビスで24%3番 目 はプ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル ・サ

ー ビ スの20%と な って い る。 以 下,タ ー ンキ ー シス テ ム13%,ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス9

%,シ ス テ ム ・イ ンテ グ レー シ ョン6%と な って い る。(図 表2.5-2参 照)
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図表2.5-1 アメ リカにおける情 報サ ー ビス産業の売上 高
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(出 典:INPUT)
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図表2.5-2情 報 サー ビス産業形態別 シェアー1988年
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Professional
Services

24%

SystemsIntegration

6%/N・t…kS・ ・vices

9竺
・

TurnkeySystems

ApPlicationsSoftware

SystemsSoftware

総 規 模780億 ドル

(出 典:INPUT)
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この市 場 に お け る企 業 数(除 年 間売 上 高25万 ドル以 下 の 企 業)は,全 体 で8,200社 で あ

る。形 態別 で は,ソ フ トウ ェア プ ロダ ク トで3,000社(ア プ リケ ー シ ョン ソフ トウ ェア:

1,800社,シ ス テ ム ソフ トウ ェア:1,200社)で あ り2番 目は,プ ロセ ッシ ング ・サ ー ビ

スで2,000社,3番 目 は,プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル ・サ ー ビス と ター ンキ ー シス テムで そ れ ぞ

れ1,300社 とな って い る。以 下,ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス300社,シ ス テ ム ・イ ンテ グ レ

ー シ ョン300社 とな って い る
。(図 表2.5-3参 照)

次 に この市 場 に けお る最 近 の主 な動 きを述 べ る。

(1)RemoteComputingService(RCS)

ア メ リカ にお け るRCS市 場 は,1988年 は,70億 ドルで,1992年 に は100億 ドル に達 す

る と予 測 され て い る。(図 表2.5-4参 照)

PCの 高 度 化 や ワー クス テ ー シ ョ ンの事 務 部 門へ の 導 入 等 に よ って,従 来 か らの タ イ ム

シ ェア リング は,退 潮 傾 向 に な る。 しか し,RCSの ベ ンダ各 社 は 自社 の サ ー ビスに 付 加

価 値 を 付 けて 売 上 の拡 大 に積 極 的 で あ る。 これ らベ ンダが,現 在,力 を 入れ て い る アプ

リケ ー シ ョ ン分 野 と して は,給 与 シス テ ム,診 断 シス テ ム等 で あ り,ク レジ ッ ト ・カ ー

ドの オ ー ソ ラ イゼ ー シ ョ ン ・システ ムの ニ ーズ も増 え て きて い る。

(2)Value-AddedNetwrok(VAN)

ア メ リカ にお け るVAN市 場 は,図 表2.5-5に 示 す よ うに,ネ ッ.トワー ク ・サ ー ビス の

中 に位 置 付 け られ て い る。

ネ ッ トワ ー ク ・ア プ リケ ー シ ョン ・サ ー ビスの1987年 にお け る市場 規模 は,9億 ドル

で あ る。VANは この 中で 半 分以 上 の5億 ドル を 占め て い る。 第2位 は電子 メ ール で あ る

が,EDI(ElectronicDataInterchange)の 成 長 が,現 在 注 目 され つ つ あ る。(図 表2.

5-6参 照)現 在 のVAN市 場 は,約8億 ドル に達 して い る と予 測 され,年 率25～30%で 成

長 して い る。

VANの ア プ リケ ー シ ョ ンと して主 要 な もの と して は,電 子 メ ール,デ ー タベ ー スへ の

ア クセ ス,EFT(ElectronicFundsTransber),リ モ ー ト ・オ ーダ ー エ ン トリイ,ク レ ジ

ッ ト ・オ ー ライ ゼ ー シ ョ ン,ネ ッ トワー ク間の 通 信 等 で あ る。 今 後 注 目され るア プ リケ

ー シ ョン と して は ,ま ず 国 際 ドキ ュ メ ン ト ・デ リバ リィが あ る。 国 際 的 な宅配 便 サ ー ビ

ス ・ベ ンダ の1社 で あ るDHLも この 市場 へ 参 入 の動 きを 示 して い る。 っ ぎはPOS(Point

ofSale)サ ー ビスで あ り,ス マ ー ト ・カ ー ドとの組 み 合 せ が考 え られ る。 ソ フ トウ ェア

・デ ィス トリビ ュ シ ョン もVANの 潜 在 的 な アプ リケー シ ョンで あ る。 ま た,ビ デ オ デ ッ

クス も有 望 視 され て い るが,ま だ 現 在で は実 際 の動 きは 目立 って きて いな い。

VAN市 場 の 主 要 な ベ ンダ と して は,TYMNET(Mcdonnell-Douglas)とTELENET(GTE)で
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図 表2.5-3情 報 サ ー ビスベ ンダ数 一1988年

企 業 の 種 類 企 業 数

プ ロ ッセ シ ング ・サ ー ビス 2,000

ア プ リケー シ ョン ・ソフ トウ ェア 1,800

プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル ・サ ー ビス 1,300

ター ンキ ー ・シス テ ム 1,300

システ ム ・ソ フ トウ ェア 1,200

ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス 300

シス テ ム ・イ ンテ グ レー シ ョン 300

合 計 8,200

(出 典:INPUT)

図 表2.5-4ア メ リカ にお け るRCS市 場
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図表2.5-5ネ ッ トワー ク ・サ ー ビスの構 成

ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス

　 '　 　 ⊥㌧

=;も

ニ ュ ー ス

ビデ オ テ ック ス

そ の 他

図 表2.5-6ネ ッ トワ ー ク ・ア プ リケ ー シ ョン ・サ ー ビス市場

(1987年)

(出 典:INPUT)

電 子 メー ル

(3億 ドル)
31%

VAN

(5億 ドル)
56%

(1億 ド;レ)'

13%

全 体:9億 ドル
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あ り,こ の2社 で 市 場 の 半 分 以 上 を 占有 して い る。 な お,昨 年,イ ギ リスのBTは,

Mcdonnell-DouglasのTYMNETを 中心 とす る通 信 サ ー ビス 部 門 を総 額3億5,500万 ドルで

買 収 す る こ とにな った。BTは,今 回 の買 収 で 通 信 事 業分 野 で ア メ リカ の大 手 にの しあが

る こ とに な る。

(3)ネ ッ トワー ク ・サ ポ ー ト・サ ー ビス

ネ ッ トワー ク ・サ ポ ー ト・サ ー ビスの 需 要 が,現 在,伸 び て きて い る。

(図 表2.5-7参 照)

1988年 の市場 規 模 は,55億 ドルで,1992年 に は約3倍 の154億 ドル に達 す る見 込 みで

あ る。 ネ ッ トワー クの 形 態 が 複 雑 にな る に した が い,こ の サ ー ビスの 分 野 は広が りつつ

あ り,保 守 ・診 断 システ ム,モ ニ タ リ ング,生 産 性 の分 析 と最 適 化,ネ ッ トワー ク管 理

等 で あ る。

(4)ソ フ トウ ェア

ア メ リカ にお け る ソフ トウ ェ ア市 場 規 模 は,1988年 は176億 ドル で,1992年 に は366

億 ドル に達 し,年 間20%の 成 長 率 で 伸 び る と予測 され て い る。 この 市 場 は,大 き く分 け

る と シス テ ム ・ソフ トウ ェア と アプ リケー シ ョン ・ソフ トウ ェア に分 け られ るが,最 近,

ネ ッ トワ ー クに関 連 した分 野 や,エ ンジニ ア リン グ ・ワー クステ ー シ ョ ン向 け の ソ フ ト

ウ ェアの 成 長が,注 目 され て い る。

図 表8に 機 種 別 の 市場 構 成 を示 す。 一 番 大 きな シ ェア は,ミ ニ コ ン ピュ ー タで あ り,

この 中 に は前 述 したエ ン ジニ ア リン グ ・ワー クス テ ー シ ョ ン も含 ま れ て い る。 メイ ンフ

レー ム とPCは お な じ占有 率 を 示 して い る。(図 表2.5-8参 照)

(5)オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ム

この 市場 に お け る主 要 な動 き と して は,UNIXが まず あ げ られ る。UNIXの 規 格 標 準 化 の

た め にAT&TとSunMicrosystems社 を 中心 とす る グル ー プ は,UNIXイ ン タナ シ ョナ ルを,

IBMとDECを 中心 とす る グル ー プ はOSF(OpenSystemsFoundation)を そ れ ぞれ 設 立 し

活動 を 行 って い る。

現 在,ア メ リカの主 要OSと して は,MVS/VM,VMS,MS-DOS,UNIXが あ るが,こ の 中で

UNIXに 対 す る需 要 が増 加 しつ っ あ る。 ア メ リカの ユ ーザ の20%は,1992年 まで に はUNIX

を利 用 す る ことに な る と予 想 され る。

(6)ア プ リケ ー シ ョン ・ソフ トウ ェア

この市 場 にお い て最 も注 目 され て い る ア プ リケ ー シ ョ ンと して は,CAD/CAMで あ り,

全 ア プ リケ ー シ ョン ・ソフ トウ ェアの30%を 占め て い る。

今 後,成 長 率 が 高 い と予 想 され る分 野 は,化 学 や 医 薬 品 分野 で の数 値 計 算,デ ィス ク
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図 表2.5-7
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図表2.5-8機 種 別 ソフ トウ ェア市 場
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トップ ・パ ブ リッシ ング等 で あ る。

(7)AI(ArtificialIntelligence)

ア メ リカに お け るAIソ フ トウ ェア市 場 は,2億8,000ド ル で,1992年 に は10億 ドル に

達 す る と見込 まれ て い る。 これ に は,AI言 語,AIツ ー ル,エ キ スパ ー ト ・シ ステ ムが 含

まれ て い る。現 在,同 国で は475の 商 用 エ キ スパ ー ト ・システ ムが 利 用 され て い る

一 方
,AIサ ー ビス市場 の方 は,1988年 は2億 ドル で,1992年 に は7億5,000万 ドル に

達 す る と見 込 まれ て い る。 この 分 野 で は,教 育 ・訓練 ・コ ンサ ル タ ン トが 中 心 とな って

い る。(図 表2.5-9参 照)

ア メ リカ にお け るAI開 発 の50%以 上 は,軍 事 関係 機 関が ス ポ ンサ ー と な って い る。 今

後,AI市 場 で 有望 視 され て い る分野 は,製 造 部 門で は ロボ ッ ト,プ ロセ ス ・コ ン トロー

ル ・エ ネ ル ギ ー コ ン トロー ル等 で ビジネ ス部 門 で は投 資計 画,マ ネ ジメ ン ト ・デ シジ ョ

ン ・サ ポ ー ト等 で あ り,ま た,軍 事 的 分野 も有 望視 され て い る。

(8)CASE(ComputerAidedSoftwareEngineering)

CASEと は,コ ン ピュー タを 利 用 した ソ フ トウ ェア工 学 の こ とで,こ の概 念 に基 づ いた

ソフ トウ ェア 開発 用 ツ ール をCASEツ ール と呼 ん で い る。CASEツ ール が カバ ー す る範 囲 は

広 く,ソ フ トウ ェアの仕 様 や 要 求 を明 確 とす る仕 様/要 求 分 析 か ら,保 守 に までわ た る。

ソフ トウ ェア 開発 の下 流 工 程 を カバ ーす る ツ ー ル は従 来 か ら利 用 され て い るが,最 近,

上 流 工 程 で あ る要 求 分析 や シス テ ム設 計 部 分 を 対 象 に したCASEツ ール が,発 表 され て き

て い る。

ア メ リカで はCASEは,ソ フ トウ ェア市 場 に お いて 将来 有 望 市 場 とな る こ とが,予 想 さ

れて い る。 しか し,ま だCASE自 信 の定 義 が 明 確 に され て な く,ユ ーザ の 方 で も十 分 な理

解 が な され て い な い。 現 在,CASEを ソ フ トウ ェアの 生産 性 の 向上 の た め ツ ー ル と して認

識 して い る場 合 が多 いが,本 来 のCASEの 目的 は,ソ フ トウ ェア の 品質 の 向上 で あ る。

ユ ー ザが,CASEを 導 入 す るに 当 た って の問 題 点 と して は,ツ ー ル の費 用 が 高 い,導 入

に よ る利 益 が 明確 で な い等 が指 摘 され て い る。

今 回 の調 査 で は,CASEツ ール を 開 発 ・販 売 して い るベ ンダ と してRational社 の紹 介 が

あ った。 同社 は,1980年 に ソ フ トウ ェア ・エ ンジニ ア リング会 社 と して 設 立 され1985年

に最 初 の製 品 を市場 に送 り出 した。 職 員 は,全 体 で181名 で,そ の 内 訳 は,開 発部 門 に

53名,製 造 部 門 に11名,営 業 部 門 に91名,管 理 部 門 に26名 と な って い る。 本 社 は カ リフ

ォル ニ ア州 のSantaClaraで あ り,フ ラ ンス,ス ウ ェー デ ンに支 社 を 置 い て い る。顧 客

の80%は 航 空 関係 で10%が 政 府,残 りの10%が 民 間 部 門で あ る。

一42一



レノド万oo

082

8891

1

002L$

000L$

008$

006$

004$

002$

0$

)tSeUqataD
.

.典出(

図 表2.5-9Al市 場

'

1000

一

750

ぶ

600

、

一

450 ＼

一

萎
、

ミ

280

200
一

ぶ N、 N

1990 1992

匿 ソフトウェア

1盟 サービス

一43一



2.61NTELCORPORATlON

調 査 先INTELCORPORATION

調 査月 日4月20日(木)午 前

住 所3065BowersAvenueSanta-

Clara,CA95051SC4-402

面 接 者Mr.TimKeating

ProductM〔}rketingManager

MicroprocessorDivision

Mr.MasaakiKoike

CustomerSupPortCenter

1.会 社 概要

(1)設 立

1968年,現INTEL会 長 ゴー ドンム ー ア,同 副 会 長 兼 セ マテ ック事 務総 長 ロバ ー トノイ

ス ら13名 の メ ンバ ーで 設 立 され た。LSIの 性 能 を 追 求 し,LSIチ ップ の製 造 を始 め,初

年 度 の 収 入 は わず か2672ド ル で あ った。

(2)発 展

INTEL社 が 発展 した経 緯 は次 表 に み る とお りで あ り,会 社 設立 の 翌 年 に早 くも最 初 の

シ リコ ン半 導体 を製 作 して い る。

図 表2.6-11NTEL社 の開 発 経 過

1969

1970

1971

1974

1976

1978

1983

1984

1988

Firstsilicongateprocess

1103,thefirstdynamicrandomassessmemory

4004,thefirstmicroProcessor

l702,thefirstEPROM

Intellce⑧4-40,thefirstmicroProcessor

developmentsystem

MULTIBUS⑪,theindustrystandardbusarchitecure

8086microprocessorarchitecture,theforce

behindthepersonalcomputerrevolution

8096,thefirstandmosthighlyintegratedl6-bit

miCrOCOntrOller

First256KDRAMinCMOS

First256KX16EPROM
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特 にINTEL社 が 飛 躍 的 発 展 を遂 げ る き っか け にな った の は,1971年 に発 表 した4bit

マ イ ク ロプ ロセ ッサ4004の 成 功 か らで あ る。 そ して1978年 に は,パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー

タの需 要 に合 わ せ て,16bitマ イ ク ロプ ロセ ッサ8086を 発 表 し,こ れ も成 功 を収 め た。

(3)業 績

1969年3000ド ル弱 の収 入 で ス タ ー トしたINTEL社 は,図 表2 .6-2に 示 す よ うに1988年

に は28億75百 万 ドル に達 し,前 年 比50%増 を売上 げ を記 録 した 。 ま た,1989年 に は,9

億29百 万 ドル売 上 増 のみ とお しで あ る。

図 表2.6-21NTEL社 の売 上 高 推 移

10億 ドル

3

2

1

7879808182838485868788

売上高を,売 上先別,お よび国別 の シェアを図表2.6-3に 示す。 これ によると,売 上

先で は,コ ンピュータ用が圧倒的で,国 別では,米 国内が57%で トップを 占め,日 本 は

ヨー ロッパ に次 いで3位 とな って いるが,米 国の比率 は年 々下 が って きてお り日本 の消

費が増加 して きて いるとの ことだ った。
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図表2.6-3売 上高の分析

CONSUMER
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INDUSTRIAL
lO%

[A.製 品売上先別 シェア] [B.国 別 シ ェア]

INTEL社 の収益性 にっ いて利益額を,図 表2.6-4に よ ってみ ると,1981～82年 は286

チ ップの開発 によ り投資負担の影響に よる落 ち込 みが厳 しく,ま た,1985～86年 には米

国内の不況や,386チ ップ開発の負担のためかやは り大 き く減 らし,特 に86年 は2億 ド

図表2.6-4利 益額の推移

500M

400M

300M

200M

100M

0

一100M

－200M

ル以上 もの赤字を出 し,苦 しい経営を強 い られたが,88年 には これ まで最高の4億53百

万 ドル もの黒字 とな った。 しか も前年比83%と い うす ば らしい伸 びを記録 している。 こ
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れ は386チ ップの出荷 が本格化 して きた ことによるもので ある。参考 として 図表2.6-5

にINTEL社 の研究開発費 と従業員数の推移を示す と,研 究開発 費につ いて は,毎 年増加

してお り,同 社の技術重視指 向を よ く表わ して いると思 われ る。 また従業員数で は最 高

となった1984年 の水準 には達 して いない。

図表2.6-5研 究 開発費 と従業員数の推移

百万 ドル

40

30

20

10

25.4 千人

20

10

7879808182838485868788

(4)製 品

INTEL社 のチ ップは次の3形 態で製品化 してい るものが大部分で あ る。 すなわち,

① シングルチ ップ

② ボー ドレベル

③ マイ クロコンピュータシステ ム

で あ る。

総合で は米国 内第2位 の売上 高であ る。製品開発の担当部 門 とその技術 的役割にっ い

て図表2.6-6に 示す。
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図 表2.6-6 開発担当部門
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これ らの製 品 は米 国 内 お よ び海 外 で 生 産 して い る。 た とえ ば386チ ップ は,オ レゴ ン,

カ リフ ォルニ ア,ア リゾナ,ニ ュー メ キ シ コ,、イ ス ラ エル の5ヶ 所 で生 産 して い る。

.その他 の機 関 の ロ ケ ー シ ョンを図 表2.6-7に 示 す 。 ま た 日本 につ い て は市 場 的 に も米 国

表2.6-7 世 界の1NTEL社 機関
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の次 に大 きな もので,特 別 に ジャパ ンプ ログラムを組んで戦略 を展 開 して いるとの こと

だ った。 さ らに 日本のユ ーザ(NEC,東 芝,日 立,三 菱等大手 メーカ)か らの称賛の声を

紹介 し,表 彰 されていると付 け加えた。

(5)社 是

1989年 のINTEL社 の 目標 は次の4つ の ことを揚げてい る。

①INTELの アーキテ クチ ャと技術 をよ り拡大 して行 く。

② 世界を相手に競争 しそ こに打ち勝 つよ うに戦 って行 く。

③ ユ ーザがINTEL社 の製品を選択 し,"INTELが 一番だ"と 言わせ るよ うにす る。

④ 社員が,偉 大な この企業で偉大な仕事が 出来 る ことにほ こりを もたせる こと。

2.386フ ァミリーの概要 と今後 の展開

(1)INTEL386チ ップの思想

38632bitプ ロセ ッサ は1985年 に発表 され現在,INTELの 主 力商品 とな ってい るが,

設計,製 造,処 理 のそれぞれの技術を総合 し,ユ ーザの リクワイ アメン トを受 け,メ ガ

プ ロセ ッサ技術 とい う思想を生み出 した結果の産物 であ る。 メガプ ロセ ッサ技術 の具体

的な機能は

① 自動車,家 電等 に使用 され る80960MPUを 開発 した埋あ込み(Embedded)技 術

②48632bitプ ロセ ッサおよび28616bitプ ロセ ッサ との互換性

(Compatibility)技 術

② さ らに38632bitプ ロセ ッサにおいて可能 なスーパ ー コンピューテ ィング技術

を86064bitマ イ クロプ ロセ ッサへそ っくり継承 で きる。

等である。

(2)論 理 チ ップの 開発 と集積度

メガプ ロセ ッサの思想か ら生まれた386プ ロセ ッサの位置付 けを,集 積度 と開発年 の

関係で他 のチ ップ と比較 してみ ると図表2.6-8の よ うにな る。386プ ロセ ッサの集積度

は発表時点で最 も高 く,32bitプ ロセ ッサ と して は画期的 な ものであ った。
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図表2.6-8チ ップの 集 積 度
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(3)1988年 の総 括

〔ハ ー ドウ エア 関係 〕

①DRAMの 不 足 が,コ ン ピ ュー タの 出荷 や価 格 に 影響 を及 ぼ した。

②SUN社 が80386プ ロ セ ッサを 使 った ワ ー ク ステ ー シ ョンを市 場 に出 荷

③ コ ンピ ュー タメ ー カ は,将 来 に対 し,グ ラ フ ィ ック,音 声,CD-ROM,マ ル チ プ

ロセ シン グ等 に着 目

④386CPUの 主 力が20MHzチ ップ に移 行 し始 め た 。

⑤EISAは,INTEL仕 様 を シ リコ ン規格 にす る と発 表 等

〔ソ フ トウ ェア関係 〕

①Windows386が50万 本 以 上 出荷

②12月 にOS/2プ レゼ ンテ ー シ ョンマ ネ ジ ャー は予 定 とお り出 荷

③UNIX社,OSFの 両 者 はUNIXの 標 準 を策 定 －INTEL社 は両 者 を顧 客 と して い る。

④UNIX3.2バ ー ジ ョンが 出荷 され た。

〔386フ ァ ミリー関 係〕

①80386製 品 は フル 回転 で 需要 に応 え た。

②80386の 供 給 を2倍 に増 や した。

③1ミ ク ロ ン幅 の ラム(ramp)製 作 に成 功
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(4)PCの 出荷 予 測

286,386,486MPUを 使 ったパ ー ソナ ル コ ン ピュー タの割 合 の予 測 を み た ものが 図 表2.

6-9で,こ れ に よ る と,286プ ロセ ッサ は,1988年 に 全 パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タの4割

り強 に搭 載 され,ピ ー クを迎 え るが,89年 以 降 は次 第 に386bitプ ロセ ッサ に お き換 え ら

れ て行 き,1992年 まで に はパ ー ソナル コ ン ピ ュー タの 半 分 以 上 は386を ベ ー ス に した32

bitマ シ ンにな る と予 想 され て お り,ま た,89年4月 に発 表 され た486プ ロセ ッサ も割

合 を広 げて 行 く。1992年 に は出荷 され るパ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タの約7割 は,286と386

プ ロセ ッサで 占 め る もの と見 て い る。

60%

50%

40%

30%

20%

10%

図表2.6-9出 荷 され た全PCに 搭載 される386フ ァミ リーの割合の予 測
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(5)INTEL社 の1989年 の 戦 略

INTELの 目標 は全 システ ムに最 大 の 効 率 を与 え る こ とで あ る。

①386SXCPUは,286市 場 の うち,上 級 機 に移 って 行 く もの にね らい を しぼ る。

②25～33MHzの386CPUは 前年 まで の システ ムの リプ レー ス にね らい を しぼ る。

③ 新 しい,し か も低 コス トの キ ャ ッシ ュコ ン トロー ラ を 開発 す る。

④32bit用 ソ フ トウ ェアの 開 発推 進

⑤ 工 業 用 標 準 バ ス の決 定

⑥486を 搭 載 した 最 も効 率 の よ い システ ムの 開発

(6)…48632bitプ 。セ 。サ の互 換 性 と効 率性 につ い て
　

①100%286,386ア ーキ テ クチ ャとの互 換 性 を 持 って お り,し たが って150億 ドル

に も達 す る ソフ トウ ェアが そ の ま ま いか され,2500万 の パ ー ソナ ル コ ン ピュ一 夕ユ 一
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ザ を安 心 させ,ユ ーザ の これ まで の 投 資 を 守 って くれ る。

② ユ ーザ が メ ーカ を 自由 に選 択 で きる。

③ ワー クス テ ー シ ョン,フ ァイ ル ・サ ーバ ー,ミ ニ コ ン ピュ ー タ,パ ー ソナ ル コ ン ピ

ュー タの どの ユ ーザ に と って も有 利 な こと請 合 い で あ る。

④ 今 まで のパ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タの50倍 の 効 率 を上 げ られ る。

⑤387マ ス ・コ ンプ レ ッサ を付 け た386DXプ ロセ ッサ の2～4個 分 に相 当 す る。

⑥ メイ ンフ レー ム レベ ルでVAXの 処 理 能 力 の15～20倍 に相 当 す る。

⑦RISC処 理 が 可 能 に な る。

(7)486ECLに つ いて

① プ ライ ム コ ン ピュー タ社 と共 同で 開発 して い る。

②120MIPS級 の386の ア ー キ テ クチ ャの互 換 性 を1992年 まで に追 求 す る。

③8イ ンチ ×10イ ンチ ×3イ ンチ の モ ジ ュー ルを つ くる。

④ モ ジュー ル を マル チ化 した システ ム を 開発 す る。

(8)32bit80386ソ フ トウ ェ アの 改良

INTEL社 は,UNIXとDOS用 の ソ フ ト'ウェア の改 良 を引 き続 き行 って 行 くが,100種 類

の32bitDOSお よ び50種 類 のUNIXの ア プ リケー シ ョンが 実 用化 され た。

32bitソ フ トウ ェアの 良 い所 は,WINDOW等 の マ ル チ タ スキ ン グが 可 能 に な る こ とによ

i,

り生 産liiを 向 上 させ,従 来 の もの(16bit～ ソ フ トウ ェアか?)よ り5倍 も効 率 を 高 め,

ま た,UNIXとDOSの 両 方 を 同 時 に ア クセ スで き る。 等 で あ る。
・:,

(9)X86機 の 変 遷 ・ii
・ll

「昨 日の ワ ー クス テ ー シ ョ ンは,今 日の パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ」 とい う こ とわ ざが

生 まれ るぼ と,チ ップの 性 能 向 上 に伴 うマ シ ンの移 り変 りは激 しい。

図表2.6-10に パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タの 価 格下 落 の変 化 を,図 表2.6-11に32bit機 の

性 能 と価 格 の 関 係 を示 す 。
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図表2.6-10価 格下落の推移
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図表2.6-1132bit機 の性 能 と価 格
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(10)486マ イ ク ロプ ロセ ッサ の展 望

■NTEL社 の説 明 で は,486チ ップ セ ッ トは,1990年 第1四 半 期 まで にOEM用 と して 出

荷 す る見 通 しで,486の 改良 も1999年 まで に集 積 度 を上 げ,1チ ップ に200～1000万 の ト

ラ ン ジス タを の せ た い と して い る。 ま たATTとUNIX,IBMとAIX,マ イ ク ロ ソフ ト社 とOS/2

にっ い て 協 力 して486用OSの 整 備 も行 って い く予 定 で あ る。
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2.7 lNRI

調 査 先

調査月日

住 所

面 接 者

A(1nstitutNationaldeRechercheenlnformatiqueeten

Automatigue=国 立 情 報 処 理 オ ー ト メ ー シ ョ ン 研 究 所)

INRIA

4月21日(金)午 後

DomainedeVoluceau-Rocquencourt

-B
.P.105-78153LeChesnayCedex,France

Mr.MauriceRobin

1.概 要

INRIAは,1967年 に設立 され た科学技術研究開発のための公 的研究機 関で あ り,1980年

に組織 名称 をIRIAか ら現在のINRIAに 変更 して組織 な らびに研究 内容の拡充 ・強化を図 っ

た。

主な活動 目標 は,次 の とお りであ る。

① 情報技術 に関す る基礎 分野な らびに応用分野の研究 ・開発

② 技術 な らびに知識の産 業界への移転

③ 国際学術交流の促進

④ 国際協力計画への寄与

⑤ 標準化な らびに規格化への寄与

INRIAは フラ ンス政府 の援助で設立 されてお り,研 究省 と産業省の主管で ある。同国に

おける科学技術関係 の支 出は1989年 度予算総額 は422億8,700万 フラ ンで あ り,そ の内訳

は以下の とお りであ る。

研究省

産業省

郵政電信電話省

文部省

運輸海事省

その他

231億8,400万 フラ ン

49億8,000万 フ ラ ン

79億4,300万 フ ラ ン

17億2,200万 フ ラ ン

27億300万 フ ラ ン

17億5,500万 フ ラ ン

これ は前年 比7.6%増 とな って お り,連 続増加の傾 向にはあるが他の先進主要国 と比較

す る とGNPに 占あ る割 合で は2%に 過 ぎず,1988年 に発足 した社会党政権 は,第10次5ヶ

年計画 中に,110億 フラン研究開発予算増額,GNP比 率 を3%台 に乗せ る目標 を設定 して

い る。INRIAの1989年 の予算 は3億6,000万 フラ ン,1988年 は3億4,700万 フランであ る。

これ らの予算の20%以 上 は,委 託契約 や ロイヤルテ ィ等 か らの収入で ある。 図表2.7-1に
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同研究所の予算推移 を示す。(図 表2.7-1参 照)

図 表2.7-1iNRIAの 予 算推 移
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INRIAの 職 員数 は現 在 約900名 で,そ の 内研 究 者 は600名 で あ る。600名 の 内訳 は,フ

ル タイ ムの 研 究 者 は220名,研 修生220名,公 共 機 関か らの 研 究者80名,産 業 界 か らの技

術者40名,海 外 か らの研 究 者40名 とな って い る。

INRIAに 設 置 され て い る情 報 機 器 は,コ ンピュ ー タ とOA機 器 の3ヶ 年 計 画 とUNIX,OSI

等 の 標 準 化 施 策 に基 づ い て導 入 され て い る。 マ イ クロ ・コ ン ピュ ー タ は150台 以 上,UNIX

ワ ー クステ ー シ ョン(Sun,Bull,Apollo等)は200台 以 上,Convex社 の ミニ ス ーパ ー コ

ン ピ ュー タが1台,ス ーパ コ ン ピ ュー タCray2へ の ア クセ ス も可 能 で あ る。 メイ ンフ レー

ム は,BullMultics1台,Gould9080が1台 で あ る。 これ らす べ て の コ ン ピ ュー タは,

Ethernet,X25そ して ハ イ パ ー チ ャネ ル ・ネ ッ トワー クに リン クされ て い る。

2.活 動

INRIAは,産 業 界 と一 緒 にな り,ソ フ トウ ェア や ハ ー ドウ ェア の幅 広 い 開 発 を行 って お

り,ま た,ハ ー ドウ ェアの 評 価 も行 って い る。 さ らに,国 や地 方 公 共 団 体 そ して民 間企 業
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に対 して ア ドバ イ ス や提 言 も実施 して い る。

一 般 へ の 技 術移 転 と して
,ま ず,科 学 技 術情 報 に関 して は,各 種 の研 究 レポ ー ト,技 術

レポー トを 公 開 して い る。 また 、 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン ・セ ンター に は,15,000冊 の蔵 書

や レポ ー ト,475点 の定 規 刊 行物 が 収容 され て い る。 ま た,ビ デ オ ライ ブ ラ リィや ス ラ イ

ドライ ブ ラ リィ も完備 され て い る。

一 方 ,教 育 ・訓 練 や セ ミナ ーに よ る普 及 啓 蒙 も行 って い る。 国 内 は もち ろん 海 外 か ら も

専 門家 を招 へ い して 会議 を開 催 して い る。 そ の数 は年 間8,000名 以 上 に もな る。

国際 交 流 もINRIAの 主 要 活 動 の 内 の1っ で あ る。 現 在,30以 上 の 国 と交 流 を行 って お り,

海外 か らの 視 察 団 の受 入れ 数 は500,ま た200名 の海 外 か らの 研 究 者 の受 入 れ も行 って い

る。ECの 情 報 化 プ ロ ジ ェ ク トに も積 極 的 に 参加 して お り,同 じ ヨー ロ ッパ 内 に あ る西 ドイ

ツのGMD(GesellschaftftirMathematikundDatenverarbeitUngmbH)と オ ラ ンダ のCWI

(CentrumvoorWiskundeenInformatica)と 研 究 交流 を推 進 して い る。

産 業 界 と も協 力 体 制 を進 めて お り,年 間80件 以上 の委 託 契 約 を 企 業 と締 結 して い る。 こ

れ らの 収 入 は,INRIAの 年 間予 算 の15%を 占め て い る。 ま た,同 研 究所 で 開 発 した製 品 を

一般 ユ ーザ へ 普 及 して い る
。 代 表 的 な 製 品 と して は,次 の もの が あ る。

「LE-LISP」 「CLASSIC」 「BASILEＬrINRIMAGE」 「MENTOR」 「SMECI」 「SICLA」

「SABRINAＬrCAML」 「SHIRKA」

3.研 究 プ ログ ラム

INRIAに お け る研 究活 動 分 野 は,主 に ソ フ トウ ェア とオ ー トメ ー シ ョ ン ・エ ンジニ ア リ

ングで あ り,情 報 産 業 な らび に関 連 産 業 にお け る先進 的 な技 術 の 開 発 を 行 って い る。

同研 究 所 で は,現 在8つ の 研 究 プ ログ ラ ムの もとで50以 上 の プ ロ ジ ェ ク トが 実 行 され て

い る。 以 下 に8つ の 研究 プ ログ ラ ムの 内 容 を 述 べ る。

(1)プ ロ グラ ミング,シ ンボ リ ッ ク ・コ ン ピュ ーテ ー シ ョン,AI

概 要:仕 様 の 定 型化,パ ラ レル ・プ ロ グ ラ ミング理 論,プ ログ ラ ミ ング言 語 設 計,

アル ゴ リズ ム分 析 等

ツ ー ル ・アプ リケ ー シ ョン等:

AIの た め の 開発 ツ ー ル,LISPや オ ブ ジ ェク ト ・オ リエ ンテ ッ ド言 語 へ の 応 用

等

(2)新 コ ン ピ ュー タ ・アー キテ ク チ ャ

概 要:パ ラ レル ・ア ル ゴ リズ ム と新 しい ア ーキ テ ク チ ャ,マ ル チ プ ロセ ッサ機 器 に

お け る問 題等
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ツ ー ル ・アプ リケ ー シ ョン等:

高速 パ イ プ ライ ン機 器(ソ フ トウ ェア,ハ ー ドウ ェア)等

(3)ネ ッ トワ ー ク と分 散 シス テ ム

概 要:プ ロ トコル設 計,プ ロセ ッサ 間 の接 続,フ ォ ール ト ・ トレラ ン ト機 構 性 能

評 価 等

ツ ール ・ア プ リケ ー シ ョ ン等:

信 頼 性 の あ る分 散 シ ステ ムの構 築,産 業界 へ の ネ ッ トワー ク技 術 の移 転 等

(4)デ ー タベ ー ス

概 要:オ ブ ジ ェ ク ト ・オ リエ ンテ ッ ド・モ デ ル,デ ー タベ ー ス とAI等

ツー ル ・ア プ リケ ー シ ョ ン等:

第3世 代 デ ー タベ ー ス 開発,マ ル チ メデ ィア ・デ ー タベ ー ス等

(5)オ ー トメ ー シ ョ ン,デ ー タ信 号 処 理

概 要:自 動 選 別 とパ ター ン認 識 システ ム の制 御 等

ツ ー ル ・アプ リケ ー シ ョン等:

経 済 モ デ ル等 へ の エ キ スパ ー ト ・シス テ ム,信 号 処 理 用 ワー クス テ ー シ ョ ン,

製 造 シ ステ ム に お け る シ ミュ レー シ ョン等

(6)ロ ボ ッ ト

概 要:3次 元 モ デ リング,ロ ボ ッ ト制御 等

ツ ー ル ・ア プ リケ ー シ ョン等:

自立 型 の移 動 ロボ ッ ト開 発,ロ ボ ッ ト制 御 の た め の ソ フ トウ ェア とハ ー ドウ

ェア,コ ン ピュ ー タに よ る 自動 車 制 御,グ ラ フ ィ ック ・ツ ール 等

(7)サ イエ ンテ ィフ ィ ッ ク ・コ ン ピュー テ ィ シ ョ ン

概 要:物 理 現 象 の 正 確 な モ デ リン グ等

ツ ール ・ア プ リケ ー シ ョ ン等:

航 空 力学 にお け る3次 元 シ ミュ レー シ ョン ・ソ フ トウ ェ ア,エ ンジ ン設 計 用

ソフ トウ ェア,ユ ー ザ フ レ ン ドリィ ・イ ン タフ ェー ス 等'

(8)マ ンマ シ ン ・コ ミュニ ケー シ ョン

概 要:知 識 表 現 の研 究,会 話 型 シス テ ムの 開発 等

ツ ー ル ・アプ リケ ー シ ョン等:

大 型 プ ラ ン ト制 御 ツー ル,航 空 期用 の 自動 制 御 シス テ ム等
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2.8 1.1.H.T(lnternationallnterfaceHighTechnology)

調 査 先1.1.H.T

調 査 月 日4月22日(土)午 前

住 所18,AvenuedesChampselysees

75008Paris,France

面 接 者Mr.GeorgesMihaies,President

1.会 社概要

1、1.H.Tは,フ ラ ンスにある情報関連の専 門調査 会社で,主 に ヨーロ ッパ における情報

産業や情報化政策を中心 に調査を行 ってい る企業であ り,主 要国家 にお ける情報化の動 向

やEC(ヨ ー ロッパ共同体:EuropeanCo㎜unity)の 政策 にっいて も詳 しい調査 を行 って い

る。

2.ECの 動 向

第2次 大戦の荒廃の中か らヨー ロッパ経済を再建す るために,1951年 の石炭鉄鋼部 門の

共同体設立(ヨ ー ロッパ石炭鉄鋼共 同体:ECSC)を 決 めたパ リ条約調 印(1957年 発効)を

皮切 りに,ヨ ー ロッパ経済共 同体(EEC)設 立の ためのEEC条 約(別 名 ローマ条約),ヨ ー

ロッパ原子 力共 同体(EURATOM)設 立 のための ユーラ トム条約が,そ れぞれ調 印 された。

ECSC,EEC,EURATOMの3条 約の融合条約が1965年 調 印(ブ リュッセル条約)さ れ,1967

年6ヶ 国首脳 ローマ会談で3共 同体 の機構統合が合意 されECの 発足 とな った。当初の3条

約 の中で特 に重要 な もの はローマ条約で ある。現在進 め られているEC域 内市 場統合 も,こ

の条約 にうたわれている目標を具体化す る もの といえるか らで ある。

ECは 国家で はないのは もちろんであるが,在 来 の国際機 関 と同列で はな い し,ま た連邦

国家で もない。加盟 国か ら主権を一部譲渡 されて存立 してい る。 いわば 「超国家 」で あ り,

立法,行 政,司 法の三権分立体制が確立 されてい る。

ECの 機i構図表を図表2.8-1に 示す。立 法府 に相当す るのが 「閣僚理事会 」で,共 同体 の

意志決定を行 う。 「欧州議会 」は"将 来の立 法府"と みな されてはいるが,現 状で は閣僚

理事会の諮問 に応 じた り,ま たBC委 員会 を監督す るな ど,EC域 内の市民の声 を代表 して立

法府,行 政府 に民主的製肘 を加え る役割を果 た してい る。行政府 に相 当す るのはrEC委 員

会」である。EC委 員会 は共 同体の法令案を策定 して官僚理事会 に提案 し,同 理事 会で採択

後 は,そ の法令の執行に当たる。 司法府 に相 当す る機関 は 「欧州裁 判所 」であ り,ロ ーマ

条約をは じめ"EC法"の 適用解釈 に当た り,そ の判決 は加盟国の最 高裁判所 を は じめ とす

る国内裁判所 の判断を拘束 する。(図 表2.8-1参 照)
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ローマ条約 に もECの 基本的使命 と して共 同市場 の設立が規定 されてい るが,1985年 に域

内市場統合 白書が発表 された。 この 白書によ ると,EC全 域にわた り人 ・物 ・サー ビス ・資

本の 自由 な移動が保証 され国境 のない単一 の領域 を作 り出す こととな ってい。域内市場

完成 の 目標を1992年 末 と定め るとと もに,こ の 目的達成のたあ に成 し遂 げるべ き約300

項 目におよぶ措置を,そ の タイ ム ・スケジュール とと もに示 して いる。

この措置 は,大 別 し次の3つ に分 け られ る。

① 物理 的障壁 の除去

② 技術的障壁 の除去

③ 財政 的障壁 の除去

高度情報化 社会の到来によ り,情 報 ・通信産業 は,1っ の重要かっ成 長性 のある有望な

産業 となりつつあ り,そ の地位 は さ らに増大 しっっ ある。EC域 内 において も同様であ り,

域 内に高度なネ ッ トワーク網をあ まね く普及 させ る ことによ って,域 内の経 済を一層促進

させる ことが重要で あると認識 してい る。 そのために,ECで は各種の情報化政策の推進,

イ ンフラス トラクチ ャの整備 を行 ってい る。

EC委 員会は,1987年,通 信分野 におけ る包括 的な戦略 ガイ ドライ ンと して 「グ リー ン ・

ペーパ ー」を発表 した。

EC委 員会が 欧州電気通信の強化 を求 めて大胆 な この提言を出 した背景 としては,92年 の

域 内市場統 合計画 の具体化に対応 して,人 ・物 ・サ ー ビス ・資本の流れを可能 な限 り自由

にさせ るための手段 と して,情 報 のハイ ウエーたるネ ッ トワークの早急な整備 を図 り,ヨ

ー ロッパ規模 の電気通信サー ビス ・機 器市場 を確立す るとと もに
,日 米に対抗 しうる強力

な域 内通信産業 を育成す る必要性 を認 めた ことがあ る。

ECの 通信 の現状 をみ ると,イ ギ リスを除いて,電 気通信主管 庁 によ るサー ビスおよび機

器提供の独 占が一般的であ り,ま た,そ れ に関連 して電気通信 主管庁 と特定機器 メーカー

の癒着 とい った問題 もあ る。 また,ネ ッ トワー クや機器の標準 の不統一 とい う問題が欧州

規模の電気通信 サー ビス ・機器市場 の構築の ための大 きな障害 とな っている。

これ らの現状 に対 し,「 グ リー ンペ ーパ ー」は規制緩和策を中心 に,主 に次 のよ うな提

案 を行

って いる。

① ネ ッ トワーク ・イ ンフラの提供 および運営 に関す る電気通信主管庁 の排他的権利

の容認

② 電話 サー ビスなどの基本 サー ビス提供 に関す る電気通 信主管庁 の排他 的権利の容

認
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③VANサ ー ビスな ど基本サー ビス以外の全てのサー ビスの 自由化

④EC全 域で の相互運用性確保のための電気通信 主管庁(ま たは同等 に重要 なサー ビ

ス提供業者)に 対す る厳格な標準の要求

⑤ ネ ッ トワー ク利用 に関す る競争 サー ビス業者の要件(ONP・OpenNetworkProvisi

on)の 設定

⑥ 端末機 器市場の完全 自由化

⑦ 電気 通信主管庁の規制機能 と事業運営機能 の分離

3.科 学 的技術 プ ロジェク ト

ECは 域 内産業 の再構築 をハ イテク部 門や情報 ・通信分野の リー ドに期待 してい る。ECの

主要 各国は,科 学 と近代技術 の発祥の地で ある ヨー ロ ッパが現在で は主 たる領域の ほとん

どにおいて,第1位 であ るとい うことはで きな くな っている ことを認 めて いる。特 に電子

工学,情 報工学,バ イオ,材 料工学等 におけ るヨーロ ッパ地域の相対 的な地位低下 は明白

で ある。

EC委 員会の説明 による と,現 在直面 して いる真の問題 は,科 学技術能力の欠如 や財源の

不足で はな く,研 究 資源 の分散,研 究 グループの孤立,研 究活動の調和の欠如,情 報の伝

達不十分,異 な る国別計画 における重複等 によ って潜在力を最適 な形で引 き出す ことがで

きなか った ことにあ ると指摘 されてい る。 このために各種 の科学技術 プ ロジェク トが,計

画 されて きてい る。 科学技術プ ロジ ェク トの第1段 階 は,主 と して原子 力エネルギーに

関す る もので,そ の他 に石炭や鉄鋼 の生産 ・利 用 に関す る研究 も実施 された。

第2段 階 は,1984年 ～1987年 の 「研究開発基本計画」 と考え られ る。 これ によ ると研究

開発の範囲 は,エ ネルギー,環 境 工業,農 業,材 料等 に拡大 され た。1983年 にバ イオテ

クノロジーに関す る小計画BEP3)を は じめ として,そ の後ESPRIT4),BRITE5),RACE6}計 画

等が続 いた。 現 在のECの 科学技術プ ロジェク トは,第3段 階 と言 われて お り,1987年 の

「欧州単一 議定書」 に基 づ くものであ る。 これによ ると,「ECは,ヨ ー ロ ッパ産業 の科学

的,技 術的基盤を強化 し,ヨ ーロ ッパ産業の国際競争力を高める」 ことを 目的 と して,EC

の研究開発を推進す る ことと し,ECの 研究開発施策 に対 して,域 内市場の確立や共通政策

との密接 な関係づ けを行 った。

これによ り,「 研究 開発基本計画(1987～91)」(TheFrameworpkProgrameforCommu

nityActivitiesintheFieidofResearchandTechnologicalDevelopment)が 定 め られ,

5年 間 にわた る研究開発の 目標,優 先順位,必 要資金等が明確 にされた。

本計画の資金 と して53億9,600万ECU(邦 貨換算約8,200億 円)が 承認 されてい る。ま
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た,こ の期間に,全 開の計画 の未 使用分資金10億8,000万ECUも 支出可能 とされてい る。

〔(注)ECU:1灘 ㌦ 年6月末 〕

研 究 内容 は,8主 要 部 門,23サ ブ セ ク シ ョンか ら構 成 され て い る。 これ に は,ESPRIT-I

Iの よ うな これ まで の研 究 の継 続 プ ロ ジ ェ ク トか ら海 洋技 術 の探 究 的 な プ ロ ジ ェク トま で

含 まれ て い る。

この うち,最 大 の部 門 は,情 報 ・通 信技 術で,22億7,500万ECUで 全 体 の42%,次 いで

エ ネ ル ギ ー の11億7,300万ECU,22%と な って い る。

(1)ESPRIT(EuropeanStrategicProgrammeforResarchinInformationTechnology)

ESPRITは,1984年2月 に発足 したEC委 員会の主導の下,ヨ ー ロッパの情報技術の競争 力

低下が進みつつあ ることを憂慮 して欧州 の情報技術分野の中心 企業が集 い会議を囲んだ事

が出発点 となってい る。

目的は,1990年 代に必 要 となる基盤 とな る技術を有す る ヨーロ ッパ情報技術産業の確立,

情報技 術分野での競争前段階での欧州産業協力の推進 および国際的標準 の整備 とな ってい

る。

ESPRIT-1(1984/88)の 後を受け,現 在,ESPRIT-II(1988/92)が 進行中であ る。ESPRIT-I

I計 画 と して16億ECUの 予算が確保 されて いる。 この計 画は,EC内 の企業,大 学,そ の他

の機関 によ り推進され る。企業等 の研究 費用 の50%をEC委 員会が負担す る。異 なる加盟国

の2者 以上の協力者 の参加が必要で あ る。

(a)研 究 開発 プロジ ェク ト

研究開発プ ロジ ェク トは,① マイ クロエ レク トロニ クス と周辺の技術,② 情報処理 シス

テ ムおよび③情報技術応用の3分 野 について行 う。

各分野 ごとの内容 は以下の とお り。

① マイクロエ レク トロニ クス と周辺技術情報

産業 に対 し先端半導体技術 に立脚 した完全 な システ ムの提供 を 目指 し,ECの マイ クロ

エ レク トロニ クス産業 の競争 力を向上 させ る。研究対象 には,1チ ップ上 に システムを

形 成す る特定用途用集積 回路(ASIC:Application-SpecificIntegratedCircuits)の 設

定,製 造 および試験 に関す る研 究開発を含む。研究開発活動 と して は,高 密度 集積回路,

高速度集積 回路,多 様能集積回路お よびその周辺 に係 わる技術開発 となってい る。

② 情報処理 システム

1990年 代の情報処理 システ ムの設計,開 発の基礎 とな るハー ド・ソフ ト両面の技術 に
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関す る研究,シ ステ ム ・デザ イ ンの新 しい方式 に も努 力がな され る。研究開発活動 と し

て は,シ ステム ・デザイ ン,知 識デザイ ン,高 度 システム ・アーキテ クチ ャーお よび信

号処理 の技術 開発 とな って いる。

③ 情報技術 応用技術

広 範 囲 な分 野 へ の情 報 技術 応用 能 力を 向上 させ る。 研 究 開発活 動 と して は,CIM

(ComputerIntegratedManufacturing),総 合情報 システム(事 務所,家 庭 を含む)お よ

び情報技術応 用支援 システ ムに関わ る技術 開発 とな って いる。

(b)基 礎的研究 活動

この研究を補 完す るため,分 子 エ レク トロニ クス,人 工知能,情 報技術のための固体物

理学 の応用,高 度 システ ムデザイ ン等の基礎的研 究を行 う。

(2)RACE(ResearchandDevelopmentinAdvancedCommunicationsTechnologyinEurope)

RACEは,通 信技術 に関す るプロジェク トであ り,1985年7月 にその「定義段 階(Defini-

tionPhase)」 が スター トし,1987年12月 閣僚 会議でその全体計画の採択 を見 た。

計画全体の 目標 は,1995年 までに全 ヨーロ ッパ に総合広帯域通信 システム(IBC,Int

egratedBroadbandCommunicationSystem)を 導入す ることで ある。本計画の 目的 は,

① 欧州 の通信産業 を振興す る こと,② 欧州の通信事業者 に最 もよい条件で新 しい システ

ムを導入 させ る こと,③IBCに 関係す る通信機器 および全 ヨー ロッパ基準 によるサー ビ

スのための域 内市場 を創出す ること等 とな って いる。

本計画(1987/92)で は,IBC用 デモ機器,規 格やIBC用 機器 ・サー ビスのための先端

技術等を開発す る ことと し,5年 計画,5億5,000万ECUの 予算が確保 されてい る。IB

Cで は,特 に双方向視覚サ ー ビス(テ レビ電話),高 解 像度テ レビ(HDTV)網,各 種 デ

ー タ ・サー ビスを含み
,将 来の光 ケーブル設置を考慮 してお り,こ れ によ るコス ト低減

と帯域拡大 が期待 されてい る。

〔対象分野〕

対象分野 は,次 の3つ に区分 される。

(パー ト1)IBC開 発実施戦略

IBC規 格提案 に向 けて,機 能的仕様,シ ステム ・オペ レーション研究開発,IBC

機器 とそのサー ビスの ための互換性確立 に向けて の分析。

(パ ー ト2)IBC技 術

IBC機 器 ・サー ビスを低い コス トでの供給す る新技術 に関する競争前段階の研

究開発協 力

(パ ー ト3)規 格化前段階の機能の総合化
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機能評価のため 「公 開の実証用環境」作 りを共 同 して行 う。運用 コ ンセプ ト,

機能仕様作 りを 目ざ した実験機器およびパ ー ト1の 作 業の結果 に1995年 るIBCの

商業的導入 にいたるまでの戦略的マイルス トー ンが決定 されて いる。

1988年 半 ば:RACE内 で の,IBCシ ステ ムの構成 と環境 に関す る初期想 定の確 立

(ユーザ数,ユ ーザの分布,お よび使用料)等

1989年 半ば:最 初 のIBCネ ッ トワークに関す る決定(そ の導入戦略漸進戦略。技

術研究 および使用 に関す る研究結果 に基 く。)

1990年 半ば:シ ステ ム ・アーキテ クチ ャ案の定義。 これ らは共同体諸国でテス ト

され,検 証 され る。

1991年 半 ば:IBCシ ステ ム ・アーキテ クチ ャに関す る合意(RACEプ ログラム ・パ

ー ト1の 主要結果が,国 際討議 および規格開発におけ る,共 通の機

能 的仕様や共通 の慣行に関す る案 の基盤 となる。)
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3.COMDEX/Spring'89

3.1概 要

COMDEXと は,米 イ ンターフ ェイス ・グル ープ社が毎年,春 と秋 に開催 す る米国最大の コ ン

ピュー タ展 示会で あ り,春 の方がやや規模が小 さい。 日本の ビジネス シ ョウは企業イ メー ジ

の向上 を狙 った一般 向けの展示会で あるが,COMDEXで は出展社が新規 デ ィーラーを開拓 す る

商談会 の性格が強 いのが特徴 である。従 って,日 本のよ うな シ ョウア ップされた華やかなイ

メー ジはな く,本 当にハ ー ドウェアや ソフ トウ ェアを紹 介す る場で ある とい う落ち着 いた印

象が強か った。今年のCOMDEX/Spring'89はMACDEXと い う,MacintoshのCOMDEXも 同時 に開催

され た。

会場の マ コー ミック ・プ レイスは,5年 前の シカ ゴと比 べて展示 スペ ースが2倍 に拡大 さ

れ,展 示面積 は約40万 平方 メー トルであ った。出展 は16ヵ 国か ら1000社 以上が参加 し,会 議

も12分 野で延べ50以 上 開催 されていた。来場社 は当初6万 人 と予想 されていたが,そ れを上

回 る盛 況をみたよ うだ。

まず,全 体的な話 しとして

① 出展概要

その中で特 に 目につ いたの は,

② イ ンテル社が 「180486」 を発表

③ カラー化,小 型化へ

④OS/2の 低調

であ った。 また,出 展数が多 い ことか ら

⑤ パ ソコ ンによ るLAN

もまだ注 目されてい るよ うだ。 さ らに今後 の予測 と して

⑥ ローエ ン ド・ブームの傾向

について紹 介する。
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図表3-1COMDEX出 展分野別会社数(Nα2-1).

.(1社 で重 複 出展 有 り)

出展 出展 出展

.

社数 内 容 社数 内 容
'社 数

内 容

2718 合計 28 ス モ ー ル ・ビジ ネ ス 23 イ メ ー ジ ・プ ロセ シ ング

22 ポ ータ ブ ル 22 マ ル チユ ーザ

495 ソ フ トウェ ア 5 ス ー パ ー ・マ イ ク ロ 16 バ ー コ ー ド

15 デ ー タ ・セ キ ュ リテ ィ ・プ ロダ ク ト

43 バ ー チ カ ル ・マ ー ケ ッ ト 260 周辺装置 15

14

メ ンテ ナ ン ス(プ ロダ ク ト,サ プ ライ,サ ー ビ ス)

ア ク ワ ジ シャ ンと レ コー デ ィ ング38 ユ ー テ ィ リ テ ィ デ ー タ

37 ネ ッ トワー キ ング 39 モデム 13 ソ フ トウ ェ ア パ ッケ ー ジ ング

35 アプ リケー シ ョン 38 モ ニ タ ー 12 POS

32 ア カ ウンテ ィ ング 35 スキャナー/OCR/OMR 9 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン/マ ニ ュア ル

29 デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ー ジ メ ン ト .32 周辺装置 8 コ ンバ ー ジ ョン ・シス テ ム とサ ー ビス

29 グ ラ フ ィ ッ ク ス・ 26 周辺装置分配ディバイス 6 ア プ リケ ー シ ョ ン

24 ソフ トウェ ア 23 イ ンプ ッ ト ・デ ィバ イ ス(キ ー ボ ー ド,テ ンプ レー ト) 6 ワ ー ドプ ロセ シ ング ・シス テ ム/装 備

23 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 19 イ ンプ ッ ト ・デ ィバ イ ス(マ ウ ス,ジ ョイ ス テ ィ ッ ク) 5 ド キ ュ メ'ン ト ・ コ ンバ ー ジ ョ ン

17 財政関係 16 デ ィ ジタ イ ザ ー,グ ラ フ ィ ック ス シス テ ム 5 フ ォ ル ト ・ トレラ ンス

16 サ ー ビス 12 バ ー コ ー ド ・ リ ー ダ 5 フ ォ ーム ・プ ロセ シン グ

15 教育関係 8 マ ル チ プ レクサ ・カ プ ラ 4 人工知能

1
15 イ ンテ グ レ ッ ト 7 プ ロ ッタ 4 エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・メ ー ル

o
14 プ ログ ラ ミ ング ・ツ ー ル 5 イ ンプ ッ ト ・デ ィバ イ ス(ラ イ トペ ン,タ ブ レ ッ ト) 3 ボ イス デ ー タ シス テ ム と ソフ トウ ェア

o 13 セ キ ュ リテ ィ 2 デ ー タ回 復

1 13 ワー ドプ ロセ シ ング 241 ア クセ サ リー

11 オ ペ レーテ ィ ング シス テ ム 187 ボ ー ド

10 メ ー ル リス ト ・マ ネ ー ジ メ ン ト 24 ア クセ サ リー

10 テ キ ス ト ・マ ネー ジメ ン ト 24 ケ ー ブ ルr 40 マ ザ ー/ド 一 夕 ー ・ボ ー ド

9 ア プ リケ ー シ ョン ・ジェネ レイ タ 18 備品 35 グ ラ フ ィ ッ クス

9 シス テ ム 17 キ ャ リ ン グ ・ケ ー ス/ト ラ ン ス ポ ー ト ・キ ャ ッ ト 21 ボ ー ド

8 メ デ ィ カル 16 人間工学 アクセサ リ 21 コ ン ト ロ ー ラ

8 タ ー ミナ ル ・エ ミ ュ レ ー タ 16 ス タ ン ド 18 フ ァ ッ ク ス

7 RAMジ デ ン ト 15 キ ャ ビネ ッ ト/イ ン ク ロー ザ 14 メモ リ ・エ ク ス テ ンシ ョ ン

7 ス プ レッ ドシ ー ト 13 メ デ ィ ア フ ィ リン グ,ソ ー テ ィ ン グの ハ ン ドリン グ 13 マ ル チ フ ァ ンク シ ョン

6 グ ル ー プウ ェ ア 13 ス タ テ ィ ック コ ン トロー ル プ ロダ ク ト 9 加速装置

6 4世 代言語 13 ス イ ッチ 9 ハ ー ドデ ィス ク

4 娯楽 12 防音/埃 カバー装置 7 コ ン ト ロ ー ル と コ ン バ ー ジ ョ ン

4 プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ー ジ メ ン ト 12 ク リー ニ ング ・サ プラ イ/シ ステ ム

3 コ ンパ イ ラ 12 デ ィス プ レイ ・フ ィル タ ー/ア ンテ ィグ レア ・デ ィバ イ ス 179 プ リンタ

12 デ ィ ス プ レイ/デ ィス プ レイ テ クノ ロジ

321 コ ン ピ ュ ー タ 12 ペ ーパ ー/フ ォ ーム ハ ン ドリング 装 備 33 レ ーザ

31 ドッ トマ トリ ックス

97 パ ー ソナ ル

6

6

ラ ベ ル と フ ォ ー ム

レ コー ド ・ス ト レー ジ とメ ー リング 25 プ リンタ

40 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 21 リボ ン.ホ ウ ィ ー ル

36 ボ ー ドレベ ル 239 ア プ リケ ー シ ョン 14

12

カ ラ ー

ノ ンイ ンパ ク ト34 コ ン ピ ュ ー タ

30 ラ ップ トップ 27 CAD/CAM,CADD 9 ペ ー パ ー,フ ォ ー ム,OHP用

29 マ ルチ ユ ーザ 25 フ ァク シ ミ リ 8 ス プ ーラ

:
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図表3-1COMDEX出 展分野別会社数(No.2-2)

(1社 で重複出展有り)

出展 出展 出展

社数 内 容 社数 内 容 社数 内 容

8 ペ ー ジ 4 ユ ー ス ト ・イ ク ウ ィ プ メ ン ト ・ベ ン ダ 6 タ ー ミナル

6 プ リ ン ト ・バ ッ フ ァ 2 エ ク ス ポ ー ト ・サ ー ビ ス 4 グ ラ フ ィ ッ ク

5 ラ イ ン1 1 ア ソ シ エ ー シ ョ ン 3 プ ロ グ ラ マ ブル

4 フ ォ ン ト

3
`

デ ィ ジ ィホ ィ ール 102 補助システム

170 ネ ッ トワー キ ン グ 38

35

パ ワー ・パ ワ ー プ ロ テ ク シ ョ ンとモ ニ タ リ ング

ア ンイ ンタ ラ プ テ ィ ブ ・パ ワ ー ・シス テ ム

65 LAN 12 デ ィ プ リケ ー シ ョ ン装 備

35 マ イ ク ロ ・ トゥ ・メ イ ンフ レイム 製 品 6 補助システム

20 ネ ッ トワー キ ン グ 5 パ ッケ ー ジ ング ・シス テ ム

19 バ リ ュ ー ア デ ィ ッ ト 4 診断とテス ト装備
17 マ ネ ー ジメ ン ト 2 デ ィス ク ドラ イ ブ/テ ー プ ドラ イ ブ装 備

14 LANゲ ー トウ ェイ

86 デ ータ 通 信

156 マ ス ス トレー ジ

33 ボ ー ド,通 信 イ ン タ フ ェー ス

21 マ スス トレー ジ 19 テ レ コ ミュニ ケ ー シ ョ ン装 備

21 フ ロ ツ ピ イ 17 データ通信

19 ウ ィ ンチ ェ ス タ 10 X.25装 備 と マ ネ ー ジメ ン ト

17 デ ィス ク ・サ ブ シス テ ム 5 プ ロ ト コ ル ・コ ンバ ー タ ー

17 マ グネ テ ィ ック ・メ デ ィ ア 2 コ ン ピ ュー タ 電 話
'

14 テ ー プ ・ ドライ ブ

13 リム ーバ ブ ル ス トレー ジ

テ ー プ ・サ ブ シス テ ム

50 デ ィス ク トップパ ブ リ シ ング

12

11 オ プテ ィ カ ル 19 ,ソ フ トウ ェ ア

7 CD-ROM装 備 16 シス テ ム

4 オ プテ ィ カル ・メ デ ィ ア 15 デ ィス ク トップ ・パ ブ リ シ ング

144 多 機 能 サ ー ビス 49 多機能製品

31 パ ブ リケ ー シ ョ ン 14 チ ップ セ ッ ト/チ ッ プ

22 教育/訓 練 12 グ ラ フ ィ ック ア ダ プ タ

15 本 9 イ ンタ ー フ ェ イス,イ ンタ ー フ ェイ ス援 助

10 コ ンサ ル タ ン トサ ー ビ ス/マ ー ケ ッ ト リサ ーチ 6 多機能製品
10 デ ィス トリビ ュー シ ョン 6 プ ロ ジェ ク タ ー/プ ロ ジェ ク シ ョン シス テム

10 VAR 2 マ グ ネ テ ィ ック オ プ テ ィ カル ヘ ッ ド

9 テス ト製 品/サ ー ビス

8 サ ー ドパ ーテ ィ ・メ ンテ ナ ンス/修 繕 39 タ ー ミナル

7 リース/レ ンタ ル フ ァ ーム

6 タム キ ー ・シス テ ム/シ ス テ ム ・ビル ダ ー ・10 ア ル フ ァニ ュ ーメ リ ック

5 フ ァイ ナル シャ ル ・サ ー ビス 9 POS

4 多機能サービス 7 デ ー タ ・エ ン ト リー,コ レ ク シ ョ ン



3.2展 示 会

(1)出 展概要

出展数 は約3000点 あ り平均す ると,1社 当た り3点 出展 してい ることにな る。

(図表3-1COMDEX出 展 分野 別会社数参照)

これ を分野別に見 る とソフ トウ ェアが最 も多 く495社,こ れ はほぼ半数の会社が何 らか

の ソフ トウ ェアを出展 して いる ことになる。2番 目はコ ンピュータ,3番 目は周辺装置で

これ らの3部 門をあわせ る と全体の約4割 りを 占あ ることになる。

(図表3-2COMDEX出 展分野別会社数参照)

図表3-2COMDEX出 展分野別会社数

: ●

■

◆

◆

●
●

■

●
■

◆

●

■

■

●

● ●
●● ●

幡◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◎◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆●◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆■●◆◆●
◆◆◆◆◆◆◆■◆
◆◆■◆◆◎◆◆
◆◆◆◆◆◆◆
　　　　　

88●

図 ソフトウェア

∈≡ヨ]ンヒ。ユ一夕

匿 ヨ周 辺装 置

皿 田アクセリリー

陸 封アフ。リケーション

囮 ボード

Eコ プリンター

EilSS*・yトワー‡ンク"

圏 マスストレーシト、

口 多機 能り一ビ ス

囲 ネ甫昼力ツステム

■ デ ータ通信

8日E8テ"イスクト1ッフ。JIOフ"リ

皿0多 機能製 品

■9一 ミナ1レ

合 計

出展社数

%

X

%

%

%

X

%

%

X

%

詫

2

X

%

詫

X

2

8

6

9

8

9

6

3

7

3

8

2

8

8

4

0

a

L

g

a

a

a

6

6

5

5

3

3

L

L

L

a

-

'1

古り

495

321

260

241

239

187

179

170

156

144

102

86

5②

49

39

2718

.ま ず ソ フ トウ ェアの 内訳 を 見 る と,30種 類 と数 が 非 常 に多 く,一 番 多 い 「バ ー チ カ ル マ

ー ケ ッ ト」で も1割 を 切 って8 .7%で あ る。 ユ ー テ ィ リテ ィ,ネ ッ トワー キ ン グ,ア プ リ

ケ ー シ ョ ンと続 くが いず れ も7%台 しか な く微 妙 な差 で あ る。

(図 表3-3ソ フ トウ ェア出 展 の 内 訳 参 照)。

コ ン ピュー タ出展 の 内訳 を 見 る と,ソ フ トウ ェア出 展 の 内訳 と異 な り,全 体 的 に 同 じ割

合 で 分 布 され て い る のが 図 表3-2か ら感 じられ る。(図 表3:4コ ン ピュ ー タ出展 の 内訳 参

照)。 その 中 で最 も多 いの は約30%を 占め るパ ー ソナル ・コ ン ピュー タで あ る。 この あた

りか ら も 「パ ソ コ ン市 場 の行 方 をCOMDEXで 占 う」 と い うの が わ か る。 そ して ワ ー クス テ ー
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シ ョ ン,ボ ー ドレベ ル ・コ ン ピュー タと続 い て い る。

3番 目の周 辺 装 置 に お いて は,モ デ ムが最 も多 く,モ ニ ター,ス キ ャナ ー/OCR/OMRと な

っ て い る。

図表3-3ソ フ トウェア出展 の内訳
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次 に分野 を無視 して,小 分類だ けで見 ると下記の ものがベ ス ト10と な った。

1(コ ン ピュ ー タ)

2(ネ ッ トワー キ ン グ)

3(ソ フ トウ ェア)

4(コ ン ピュー ター)

5(ボ ー ド)

6(周 辺 装 置)

7(ソ フ トウ ェア)

7(周 辺 装 置)

7(補 助 システ ム)

10(ソ フ トウ ェア)

パ ー ソナ ル

LAN

バ ァチ カ ル マー ケ ッ ト

ワー クス テ ー シ ョ ン

マ ザ ー/ド 一 夕 ボー ド

モ デ ム

ユ ー テ ィ リテ ィ

モ ニ ター

パ ワー,パ ワー プ ロテ ク シ ョ ンとモ ニ タ リン グ

ネ ッ トワーキ ン グ

昨年 秋 のCOMDEXの 動 向で は,企 業 向 けの デ ー タベ ー ス,LAN,OS/2が 注 目され て い きそ

うだ とい われ て い た。 又,上 記 の 結 果 か ら1位 のパ ー ソナ ル ・コ ン ピュー タ,2位 の ネ ッ

トワー キ ングのLAN,6位 の 周 辺 装 置 の モ デ ム,10位 の ソフ トウ ェア の ネ ッ トワー キ ング

等LAN関 係 の 出展 が 多 い こ と等 か ら,今 年 もLANは 見 逃 せ な い 分野 で は な いだ ろ うか 。

(2)イ ンテル社の 「180486」 に話 題集 中

イ ンテル社が初 日に32ビ ッ トマ イ クロプ ロセ ッサー(MPU,超 小型演算処理装置:具 体

的には,記 憶装置か らプログラムを読んで実行す る,入 出力を制御 する,数 値計算をす る

等)の 新製品 「180486」 を発表 した。翌 日の米国の新聞rUSATODAY」 で も 「イ ンテル社,

今 なお シリコンバ レーを支配!」 と報道 され,注 目をあびた。

ミニ コンか ら大型 コ ンピュー タまでを含 む高級機器向け市場 を狙 って性能を強化 し,こ

れ までの80386シ リーズ と比 べ,処 理 スピー ドが3～4倍,「 最 高20MIPS:(1秒 間に実

行で きる命令の個数を100万 単位 で表示 した もので この場合,1秒 間に2000万 個の命令が

実行で きる)を 実現」 となる。 これ によ り,ラ ップ トップ(ひ ざ乗せ)型 パ ソコ ンか ら大

型機向 けまで,幅 広い分野 を32ビ ッ トMPUで カバ ーで きる体制が整 った。80386シ リーズ

と完全 に互換性を確保で き,OSは マイ クロソフ ト社のOS/2だ けでな く,UNIXシ ステ ムV,

XENIX,IRMX等 をサ ポー トす る。180486は1チ ップ120万 個の トランジスタを搭載,浮 動

小数点演算ユニ ッ トな ど周辺機能 も内蔵 して いる。MPU同 上で直系命令や データをや り取

りで きるマルチ ・プ ロセ ッサ ・システ ムも実現 した。今回の製 品は高性能パ ソコ ン,エ ン

ジニ ア リング ・ワー クステー シ ョン

(EWS)か ら ミニ コン,大 型 コンピュー タまでを ターゲ ッ トに している。
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いよいよ ワー クステーシ ョンが,メ イ ンフ レームなみの仕事がで きる時代が くると予測

され る。

(3)カ ラー化,小 型化へ

COMDEXの 話題 とな った もう1っ はっ ラ ップ トップ型のパ ソコンの カラー液晶 ディスプ レ

イの採 用 と,小 型化 ・軽量化 である。 カラー液晶ディスプ レイ付 きラ ップ トップ型パ ソコ

ンは,東 芝 アメ リカ社,日 立,三 菱,シ ャープ等 日本の メーカに展示 されて いた。

人気 の高か った東芝 アメ リカ社の ラ ップ トップ型パ ソコンrT-3100」 は,約7kgあ った

が,そ の約半分 の4kg以 下 の ラップ トップパ ソコンを カナダの マイクロ ・パ ーム社やハ ー

コ ・エ レク トロニ クス社が発表 した。 また,松 下 アメ リカ社で は3.9kgポ ータブル ・パ ソ

コンrKX-D4930」 を発表。 ラ ップ トップ型 より軽 くて持 ち運 びが容易 とな った。 さらに小

型化 を測 ったブ ック型パ ソコンも登場 した。 アメ リカ松下 は16ビ ッ トの ブ ック型パ ソコン

「パナ ソニ ックD-4953」 を発表 した。他 に も何社かの出展があ った。 もっと驚 いた ことは

MS-DOSを 搭載 したハ ンデ ィ ・パ ソコンも登場 した ことである。

従来 のデ ィス ク トップ ・パ ソコンか ら,ラ ップ トップ ・パ ソコン,さ らにブ ック型パ ソ

コン,そ してハ ンデ ィ ・パ ソコンとます ます小型化,軽 量化の傾 向が見え る。 しか し,問

題 はハ ー ドウェアの変化に ソフ トウ ェアが追い付 いていかないことだ。

会場 で 目についての は,ボ ー ドや(集 積回路 や各種部品を実装す るこめの回路基板),

チ ップ(集 積 回路)が ブース一杯 に並べ られていることで ある。 これ らの発表がパ ソコン

の小型化 ・軽量化 に拍車をかけるゆえんで はないだ ろうか。 アプ リケー ション ・ソフ トウ

ェアがチ ップやROMカ ー ドで提供 されれば,個 人で使 うデータはRAMカ ー ドに蓄積で き,

作業 は事務室 でな くて も,工 場 や倉庫 また,自 宅で も気軽 にそ して即座 にデータの処理 が

可能 とな る。

(4)OS/2の 低調

春期COMDEX開 催 の前 に発表 され た今年3月 期の決算では,主 要 な ソフ トハ ウスは軒並 み

マイナ ス成長 で,そ れ と対称 的なのが コ ンピューター ・メーカで あ り,決 算 は好調だ った

と新聞 は報道 していた。ハー ドウェアは32ビ ッ トやRISCな どマイ クロプ ロセ ッサーの技 術

革新が続 いてい るが,ソ フ トウェアはハ ー ドウェアの進歩 に追 い付 くのが精一杯で,う ま

くその性能 を生 かす ことろまで いか ないのであ る。

昨年 の秋,鳴 り物入 りでデ ビュー したOS/2で あるが,思 ったほ どユ ーザ に受入れ られず,

OS/2に 期待 した ソフ トハ ウスは開発投資がそのまま欠損 とな った ともいわれ ている。我 々
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が見た範囲で はIBMだ けが,「OS/2EESOLUTIONS」 とデ ィモ ンス トレー シ ョンを行 って

いたが,そ れ以外は 目に付かなか った。余 り目に付 かないので不思議 さえ感 じていた。 出

展数で は ソフ トウェアが最 も多 いので あるが,そ の うちOSは,ソ フ トウェア全体 の2%に

しか至 ってお らずOS/2と もあるとそ の2%の さ らに内数 となるわ けだか ら,見 落 とすの も

無理か らぬ こと。

後 日,COMDEXの 資料を見ていた ら,東 芝 アメ リカが,OS/2V1.0を180386を ベース とし

たポータブル ・パ ソコンrT-5100」 の発表 と共 に提供 していた。 これ は,MS-DOSとOS/2の

両方を搭載 してお り,初 めに選択 を して,マ ル チプ ログラムを実行 させ る ことがで きる。

これ はむ しろポータブル ・パ ソコンに属 していたので,OS/2は 気が付か なか った。

S/2が ユーザ に受け入れ られないの はなぜなのか。 「OS/2がなぜで きたのか 」その誕生

をrlBMREVIEW」 によ ってみ ると次のよ うに言 って いる。

まず,仕 事の面か ら見 ると,コ ンピュー タが脚光を浴びたのは,や は りオ ンライ ンが始

まってか らであ り,10年 前 は10人 に1台 の割合 で,端 末機が普及 して いたが,現 在 はほぼ

1人1台 と見 られ るか ら,10年 後 には1人10台 とな ると考え られ る。 これを実現す るには

下記の方法が考え られ る。

① デ ィスプ レイの解像度を もっと上 げて,今 の1/10の 大 きさの ワー クステ ーシ ョン

を作 る。

② 液晶やプラズ マなどを用 いて デ ィスプ レイの奥行 きを短 くし,書 類を重ね るよ う

に ワー クステ ーシ ョンを重ね る。

③1人10台 が可能なよ うに,今 の10倍 の広 さの ビルを建て るよ うにす る。

この うちで は,①,② が実現可能 と考 え られ,② に付いては,物 理 的に複数 の ワー クス

テー シ ョンを重ね る必要 はない ことがす ぐに分か る。1台 の ワー クステー シ ョンの 中で ウ

ィン ドウを重ねて使 っていけば,1人 で10の 仕事 は処理 する ことがで きる。 しか も自分が

今,使 って いるウィン ドウ以外 の仕事 も,裏 側 に隠れている うちに,処 理 して くれ ると便

利であ る。 このよ うな要求を満 たす よ うに設計 されて出て きたのがOS/2で ある。すなわ ち,

マルチウイ ン ドウ,マ ルチタス クを基本 に した ワー クステー ション用OSで ある。

次 に もう少 し技術的 な面か らみ ると,DOSは,16ビ ッ トのCPUを もっパ ーソナル ・コ ン

ピュー タで,今 まで最 も多 く使われて きたOSで ある。ハ ー ドウ ェアの進歩 とユ ーザ ・ニー

ズの拡 大によ り,パ ーソナル ・コ ンピュータをよ り高度な仕事に使用 し,よ り多 くの業務

を行 うよ うに使 いた いとい う要求がでて きた。 と ころがDOSの もつ制 限 ・制約 があ り,パ

ーソナル ・コンピュータの利用限界 とい う ものがみえて きた
。 その制 限 ・制約 は

・ 従来のDOSは18086用OSと して開発 され たので
,ユ ーザはメモ リーを640KBの 範
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囲 しか利用で きない。

・DOSで は,基 本的 に1つ のプログラム しか実行で きない。

であ った。

そ こで,DOSの もつ制 限 ・制約 を取 り払い,新 しいハ ー ドウェアを有効利用で きるOSと

いうの もが求 あ られ て きた。OS/2に す ると前記の条件 は次のよ うに変わ る。

・ アプ リケー シ ョンが利用で きるメモ リー空 間を ,論 理 的にIGB(ギ ガバイ ト:10

億)ま で拡 張で きる。

・ マルチ ・タスク機能 により複数 の仕事が 同時 に実行可能 とな る。

以上か ら考 え ると,OS/2は 非常に便利 だと思 うが,ユ ーザか らみ ると,過 去 に開発 し,

蓄積 されて きたDOS用 ソフ トは無駄にな って しま うのか。希望す るOS/2用 の ソフ トが市場

に出回 ってい るのか。デー タの互換 は本当に大丈夫 なのか。等 まだ,一 抹 の不安が残 り,

またハ ー ドの ス ピー ドがア ップ して きたか ら当面,そ れで不満を感 じなければ,OS/2に 切

り替 える決断を下せず,情 勢をみてい ると考え られ る。

(5)パ ソコンによ るLAN

今年 こそLANの 成熟期 といわれ初めて数年 になるが,ほ かの事に気 を とられて いる間に,

LANは 静か に浸透 し,も しか した らもう通 り過 ぎて しまっているのか もしれ ない。

しか し、LANに 関す る出展数が多 いの は,や はりユ ーザが要求 して いる事 にほかな らな

い と思 う。BYTE誌 の調査で は,LANを 扱 うソフ トウ ェアで リーダ格 の評価を受 けた ノーベ

ル社 は,最 近の もの も含めたLANと 通信製品を一同 に会 して 「選択 の 自由」をテーマにデ

モを行 っていた。 同社が提供 しているrNetWare」 は,現 在,MS-DOS2.5以 上,OS/2,DE

C/VNSマ ッキ ン トッシュOSの4つ のOSに 対応するLAN用 ソフ トウ ェアだ。 ユーザが簡単に

導入で きる手軽 さ と,導 入 コス トの安 さが受けて急成長 し,パ ソコンLAN市 場で60%の シ

ェアを持 ってい る。IBM-PC,マ ッキ ン トッシュとい ったパ ソコン,そ れに ミニ コンのVAX

を1っ のLANに 組 み込 め るし,そ の間でのデータの共有,周 辺機器の共有 がで きるの も特

徴だ。 しか も機 種同士 をっなげるボー ド,ケ ーブルはサー ド・パ ーテ ィか ら販売 されてい

るrNetWare」 対応の ものを使えばよい。 その数 は現 時点で100種 類 に もおよび,こ の選

択の広 さがrNetWare」 の強 みに もな っている。

これ までのLANで は,機 種 の違 うコ ンピュータ同士でデータや周辺機器を共有す るため

には両方の コ ンピュータ用 に個別 にソフ トを開発 し,独 自の システ ムを作 り上げ る必要が

あ ったが,こ のよ うな ソフ トの開発で,ミ ニ コンや コ ンピュータが完全 にパ ソコ ンの周辺

装置 とな り,手 とな り,足 とな って いるよ うに,全 く気にせず使え る。

米国の場合 は英文字の数が少 ないが,日 本 の場合 は英文字以外 に漢字 とい う膨大 な文字
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をかかえている上,ひ らが な,カ タカナ等を含めると,第 一水準で さえ3500字 近 くもあ り,

コー ドは2バ イ トを必要 とし,し か も機種 によ って コー ドが異な った りしてい る。 これが

ネ ックとな って米国 と日本のパ ソコンLANの 利用率 はます ます開いて しま うと考え られ る。

(6)ロ ーエ ン ド・ブームの傾向

COMDEXShowDaily新 聞によ ると,「90年 代のパ ソコ ンの発展 は ローエ ン ド・ブームに

な るだろ う」 とい って いる。 コ ンピュー タ販売,動 力,接 続 の増加率 は1990年 を通 して増

加す るであろ う。技術的な刺激 をハイエ ン ドコンピュー タに与えて急速な発展 をとげ るだ

ろ うが,そ れ はローエ ン ドコンピュータに もおよび,ま だ コンピュータを使 って いない広

大 な市場 に も影響を与 えるだろ う。

また,COMDEXの 主催者 は 「今回のCOMDEXは,こ こ数年続 いて きた90年 代の コ ンピュータ

利用技術の模索 に1っ のめ どをっ けることになるたろ うと思い ますよ」 といってい る。

イ ンテルの 「180486」 の 出現 により,今 までハ イエ ン ド用だ った ものが ローエ ン ドに広

が り,さ らにOS/2の 出現に より,ソ フ トウェア も考え方が根本 的に変わ り,ハ ー ドウ ェア

と共 に新時代 に世代交代すべ き時期が 到来す るので はないだろ うか。

マ ッキ ン トッシュの幹 部は次 のよ うにいっていた。 「近年,パ ー ソナル ・コンピュータ

は電話のよ うに至 る所 にあ り,パ ソコンでの仕事 をよ りよ く,速 く,ス マー トにす るため,

人 間が働 く方法 に,よ り近づ くコンピュータを作 る事が我 々の 目的であ り,我 々はそれに

向か って試み る必要が ある。」

以前 まで はコマ ン ドを入れ ないと動かない ソフ トもメニ ュー画面に変 わ り,そ れが今で

は絵 に変わ り,さ らにアイコ ンによ って指示す る ものが多 くな って きた。 コンピュー タの

スピー ドはア ップ し,デ ィスプ レイの解像度 もよ くな り,ビ ジュアル化 され るソフ トウェ

ア,容 易な操作,い ずれ,電 話 をかけ るよ うに,抵 抗感 な く自然 な形でエ ン ドユーザが コ

ンピュータにふれ る もなそん なに遠 い話で はないだろ う。
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